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退職金共済制度

40

　　月　　日随　時

　　月　　日 10ｃｍ用程度５日以内提出書類綴込み用空ファイル

Ａ3版程度の図面添付

ＣＤデータ

原図を訂正のこと

写真添付のこと

工期の20日延長

最終はＣＤデータ

1週４週

ミルシート等

現況写真添付のこと

施工体制台帳等共

Ａ４版ファイル

Ａ３版程度

Ａ４版程度

免許証等（写し）添付

設計監理者にも提出の事

※提出書類はＡ４にて製本の事

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

随　時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

完了時

随　時

完了時

随　時

随　時

着工前

随　時

随　時

随　時

随　時

随　時

毎月２回

資材搬入前

各工事着手前

５日以内

５日以内

５日以内

契約時

契約時

契約時３

上記以外に発注者、監督員の指示によるもの

総合仮設計画書（安全計画書含む）

完成写真（撮影箇所は監督員の指示による）

ガスメーター指針表

水道メーター指針表

電気メーター指針表

水圧試験報告書

ガス気密試験報告書

接地抵抗試験表

テレビ共聴電解強度試験表・画面解像度表

電気絶縁抵抗試験表

鍵番号表

各工事保証書

竣工図（文字入り製本・Ａ３版及びＡ４版）

社内検査表

工事打合簿

工程指定の報告書（法　第12条3項）

アスファルト調合表、試験表

塗装関係の使用量の報告書

材料出荷証明書

工事写真

各種計画書

施工図・製作図・承認図

コンクリート圧縮試験表

コンクリート調合表

鉄筋及び鉄骨試験表

期間別工事工程報告書

主要資材購入先名簿

下請業者名簿

見積書（請負者が算出した数量による内訳明細書）

詳細基本工程表

工事工程表

同上経歴書（書式は自由）

主任技術者・監理技術者・現場代理人届

着手届（発注者書式）
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備　　考提出月日提出期日部数項　　目

提出書類一覧

請負業者工事名

施工体系図（工事内容,金額記入） 随　時 　　月　　日３

工事進捗状況報告書 毎月２回 　　月　　日 現況写真添付のこと３

質疑回答

工事材料搬入・検査報告書

各種試験成績書

機能及び性能試験成績書

３

３

３

３

必要に応じて

随　時

随　時

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

　　月　　日

41

42

43

44

火災保険証の写し

３ 　　月　　日毎月２回

随　時

随　時

甲奴支所仮庁舎改修工事

45 再生資源利用計画書・産廃報告 ３ 完了時 　　月　　日

工事名称

発 注 者
住　所

氏　名

地名地番

都市計画区域

敷地面積

用途地域

防火地域

敷地概要

指定建ぺい率

指定容積率

建物用途

工事の種別

構　造

建築概要

階　数

指定なし

改修工事

工 事 概 要

三次市甲奴町西野74番地　甲奴コミュニティセンター

都市計画区域外

615.58　 ㎡

2階建て

ＲＣ造

公民館→事務所（庁舎）

広島県三次市十日市中二丁目8番1号

三次市長　福岡 誠志

甲奴支所仮庁舎改修工事

　　　現場説明書及び設計図を最優先とし、内訳明細書はあくまでも参考資料としてください。

※　　別紙提示の内訳明細書の取扱いについて

【　注意事項　】

　　　入札に先立って入札参加者において数量を算出し、それに基づいて入札価格を決定し

　　　尚、内訳明細書の数量等に疑義がある場合は入札前の所定の期間内に協議書を提出ください。

工事概要
 

　本工事は、仮庁舎の改修工事です。
　

 
 

　　施工計画書、施工図を作成してください。

　　また、工事手順、安全対策騒音対策等の内容を記載した安全計画書を作成し係員の

　　承諾を得て工事に着手してください。

　　尚、下請協力業者は実績のあるものとし係員の承諾を得るものとします。
　　別紙仕様書、設計図等により入念に施工を行ってください。
　　不明な点は係員と協議を行いその指示によってください。

 

　Ⅰ.工事工程等
　　①事前に関係者（甲奴支所・都市建築課・設計事務所・協力業者等）と協議を行い、

　　②全体の工期は入札要綱の通りです。

　

　Ⅱ. 工事中の移動及び復旧
　　①工事等の支障になる物の移動及び復旧等は全て工事請負業者の負担で行ってください。

 

・Ａ４版　３　部（現場用）

・Ａ３版　　　部（現場用）

万一事故等が発生した場合は、担当者に連絡するとともに請負業者で解決を図ること。

2.工事車両等の運行については、交通安全に最善の注意を払うこと。

1.工事に必要な諸官庁その他への手続きは一切請負者にて行うこと。

適切に処分すること。必要に応じてマニフェストを提出すること。

10.解体撤去及び産業廃棄物の処分については、関係法令に基づき届け等を含め、

9.不明な点については、係員と協議の上施工すること。

・Ａ４版　２　部（表紙付、契約用）8.図面を製本し提出すること。

この場合有料とするので、係員の指示に従い速やかに納付すること。

7.既存設備を使用する場合は、事前に使用願いを提出し承認を得ること。

工程表を作成提出し係員の承認を得ること。

毎日最低１回は工程表の見直しを行い、７日以上の遅れが生じた場合は再度

6.着手届けに添付する工程表は、綿密な計画によって作成すること。

5.作業場は常に整理整頓を心掛け、毎日作業終了後清掃を行うこと。

注意及び苦情の申し出があった場合は、請負者において解決を図ること。

4.振動・騒音等には十分な対策を講じて工事を行うこと。もしこれらに関する

その最終保険契約期間は、完成日より20日間延長した期日とすること。

火災保険を締結して保険証書を提出すること。

万一火災等での損害は、請負者で負担願う事になるので、工事の出来形（可燃部分）に応じ

3.火災等発生しないよう最善の注意をすること。

【　指示事項　】

　　　入札に臨んでください。

　　既設建物の改修工事の為、事前に現地をよく確認したのち技術的内容を記載した

尚、敷地内は全て禁煙とする。

随　時

随　時

　　月　　日３社会保険等47

46 安全実施報告書（KY等） ３ 　　月　　日

指定なし

指定なし

指定なし

　　詳細工程表及び総合仮設計画書を作成し、承諾を得た後工事に着手してください。

11. 新型コロナに関する対策の計画書を提出し承諾を得ること。

Ｎ

至
世
羅

付近見取図

甲奴小学校

三次市甲奴支所

至三次

甲奴中学校

565.45　㎡延床面積

甲奴コミュニティセンター

工事場所
三次市甲奴町西野74番地

工事着手前に隣接する備北地区消防組合三次消防署甲奴出張所へ工事に必要な手続きを請負者において行うこと。

また完了手続きも同様とする。

至府中
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No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8
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保証書 ・屋根工事　・金属板葺き　・元請け業者、屋根施工業者の連名　・保証期間：10年　・ﾒｰｶｰ保証共１７

建物基礎、立上り、土間

・評定品

別途工事１４

工事種目１３

・現場説明書による　　　　　　　・構外搬出適切処理　　

雑、ﾃﾞｯｷｽﾗﾌﾞ

工作物のスランプ　１５又は１８ｃｍ（建物躯体はS-０１図参照）

・２１

・発注強度は上記設計基準強度＋Ｓ（構造体強度補正値）とする。

　　※Ａ形　　　・Ｂ形　　　・図示

※Ｄ２９以上　・ＳＤ３９０
　　・建設廃棄物処理施工計画書

（　・建設発生土　・コンクリート塊　・アスファルトコンクリート塊　・建設発生木材　・鉄くず）

　　（建築工事編）（最新版）」（以下、「標仕」という。）

１２ 延床面積

RC造2階建

事務所（庁舎）

指定なし

・構造参照

　・全ての箇所の鉄筋の最小かぶり厚さは下表による。

普通コンクリートの水セメント比は65％以下とする。水セメント比１１

９ 適用及び適用個所について断熱材兼用型枠

塗装の有無　　　・無し　　・有り型枠１０
　　標仕１９章内装工事１４断熱材による。

※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種（但し、シリカセメントを除く）

７

６
（７．２．２）（７．１２．４）

（７．６．１１）（表７．６．２）
（７．６．１１）・２．５％

・図示
※４．０％
※第６水準

ＡＯＱＬ
検査水準

※トルシア形高力ボルト　　・ＪＩＳ形高力ボルト　　・溶融亜鉛めっき高力ボルト

溶接部の試験

高力ボルト

※標仕７．６．１１（ｂ）による

・放射線試験
・マクロ試験

試験の種別 試験箇所 試験方法

・図示
※超音波探傷試験 完全溶込み溶接部

５
　切断する個所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
鋼製エンドタブエンドタブ

４ 改良型スカラップスカラップ

ＳＳＣ４００
ＳＳ４００

使用箇所種類の記号
３ （７．２．１）（７．２．１０）（表７．２．１）鋼材の材質鋼材

※ＪＩＳ規格による
※ＪＩＳ規格による
※ＪＩＳ規格による
※ＪＩＳ規格による
※ＪＩＳ規格による

規格等

２ （７．１．４）適用する施工管理技術者

（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
よ
る
）

　に定める「（M）グレード」として国土交通大臣から認定を受けた工場又は同等以上の能力

鉄
骨
工
事

７ １ （７．１．３）

　のある工場。

・建築基準法第７７条の４５第１項に基づき国土交通大臣から性能評価機関として認可を受けた

　　※図示　　　　　　
　鋼材と溶接材料の組み合わせと溶接条件
　適用箇所　・図示　　・柱、梁、ブレースのフランジ端部の完全溶け込み溶接部
入熱、パス間温度の溶接条件

　（株）日本鉄骨評価センター又は（社）全国鐵構工業協会の「鉄骨製作工場の性能評価基準」

・監督職員の承諾する製作工場
製作工場の加工能力鉄骨の製作工場

・１８

測定はアクティブ型採取測定機器により行う。

・カラー

　※完成図（ＣＡＤデータ共）　　提出部数　　※各３部　　・　　部

　　　④旧ＪＡＳのＦｃｏ規格品　
　　　③旧ＪＩＳのＥｏ規格品
　　　②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品
　　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆規格品
　　第三種

　　　　　ｂ．接着剤等不使用

　　　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用
　　　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用
　　　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

　　　　　ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

　　　②建築基準法施行令第２０条の５第４項による国土交通大臣認定品

　　　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　　③下記表示のあるＪＡＳ規格品

　　　①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆規格品

　　規制対象外

　　　ムアルデヒドを放散しないか、放散が極めて少ないものとする。

　また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」は、次のとおりとする。

　　　什器等は、ホル
　　　いものとする。

　　　散が極めて少な
　　　て少ないものとする。

　　　ンを放散しないか、放散が極め　　　剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼ

　　　難揮発性の可塑
　　　とする。

　　　めて少ないもの
　　　極めて少ないものとする。

　　　デヒドを放散しないか、放散が　　　の他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアル
　　　クルボード、そ

次の１）から５）を満たすものとする。
するものとし、

　４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを放散しないか、放

　５）１）、３）及び４）の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の

　３）接着剤はフタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシルを含有しない

　２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを放散しないか、放散が極

　１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

８ 　本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有
建築材料等
化学物質を放散する

　使用する材料・製品はアスベストが含有しないものとすること。
　場合は、監督職員の承諾を受ける。

（１．５．９）
施工完了時に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンの濃度
測定し、報告すること。

着工前の測定　　　・行う

・ウレタン防水工事作業　　　・シーリング防水工事作業

・型枠施工　・コンクリート圧送施工

１１ 化学物質の濃度測定

１０

・ブロック建築　・ＡＬＣパネル施工

・造園

（１．５．２）技能士

・カーテンウォール施工　・サッシ施工　・ガラス施工
・サッシ施工　・ガラス施工　・自動ドア施工

・建築板金（内外装板金作業）

ブロック・ＡＬＣパネル工事

技能検定の職種

・アスファルト防水工事作業　・合成ゴム系シート防水工事作業

適用工事種別

カーテンウォール工事

・とび（プール取付）

・左官

・タイル張り

・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

・建築大工

・石材施工（石張り施工）

・鉄筋施工（鉄筋組立て作業）

石工事

防水工事

鉄骨工事
コンクリート工事
鉄筋工事

木工事

左官工事
金属工事

タイル工事

屋根及びとい工事

建具工事

・塗装（建築塗装作業）
・プラスチック系床仕上げ工事作業
・ボード仕上げ工事作業　・表装（壁装作業）

塗装工事
内装工事

植栽工事

９ 　標仕に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法

等品を使用する　また、備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同

の限りではない。　承諾を受けるものとする。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこ
　外部機関（（社）公共建築協会「建築材料等評価名簿」）が発行する資料等の写しを監督職員に提出して

明となる資料又は

　マークの表示のない材料及びその製造者等は、次の（１）～（６）の事項

　（３）安定的な供給が可能であること

　（４）法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること

　（６）販売、保守等の営業体制が整えられていること
　（５）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること

　（２）生産施設及び品質の管理が適切に行われていること
　（１）品質及び性能に関する試験データが整備されていること

　なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及び性能を有することの証

を満たすものとする。
ＪＩＳ及びＪＡＳ７ 　本工事に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するものとし、建築材料等

　画書に添付すること。なお、これにより難い場合は、監督員と協議すること。
　行い、施工計

　入力を行うものとする。
　に当該システムにデーターの　請負者は施工計画時、工事完了時及び登録情報の変更が生じた場合は速やか

　象工事であり、
　なお、本工事では広島県産業廃棄物埋立税相当額を見込んでいる。

　適正に処分すること。　搬入する建設廃棄物については、広島県産業廃棄物埋立税が課税されるので、
　最終処分場に

　また、再生資源利用計画書、再生資源利用促進計画書について、当該システムにより作成を

（８）本工事は、建設副産物情報交換システム（（財）日本建設情報総合センター）の登録対

（７）産業廃棄物の処理に係る税について、本工事で発生する建設廃棄物のうち、広島県内の

　従って，正当な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。　でいる。
　経済的になるものを見込ん　入条件が合うものの中から，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も

　施設のうち受（６）本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記（５）に掲げる
　市）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設で処理すること。

（広島市，呉市，福山

３

２

４

施工箇所　　・建物内土間コンクリート下（全面）

　　　　　　・深礎

※１０００万画素以上※３

※3　

　　提出すること。
　　を確認し，工事完成時に次の書類を監督員に　に従い建設廃棄物及び特定建設資材が適正に処理されたこと

　「建設廃棄物処理施工計画書」

　に応じて現地による確認，立入検査を行うこと。
　とともに，必要に応じて現地に　利用促進計画書」のとおり建設廃棄物が適正に処理されたことを確認する

　及び「再生資源

　　　　　　２者の業務委託契約書の写し
　　　　エ　建設工事の元請け業者と処理業者（収集，運搬，中間処理・最終処分）との
　　　　ウ　処分場の現地確認写真
　　　　イ　運搬ルート及び処分場の位置，事業の範囲，処理能力，処理方法を明示したもの。
　　　　ア　廃棄物処理業者（収集，運搬，中間処理・最終処分）の許可の写し
　　　以下の書類を添付すること。

　①元請け業者は，工事着手前に，次の書類を監督員に提出すること。
（４）提出書類

（３）建設工事の元請け業者は，「建設廃棄物処理施工計画書」，「再生資源利用計画書」

　る事項について告知すること。
　営むものに対して，建設リサイクル法第１２条第２項に基づき，法第１０条第１号から第５号までに掲げ
　発揮する工作物の工事以外の部分を他の建設業を営む者に請け負わせようとする時は，当該他の建設業を
（２）元請け業者は，請け負った建設工事の全部若しくは主たる部分及び他の部分から独立してその機能を

　）を遵守し，適正に処理すること。
　（以下「廃掃法」する法律」（以下「建設リサイクル法」。）及び「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」

　「建設工事に係る資材の再資源化等に関　ルト・コンクリート及び木材）が廃棄物になったもの）については，
　また，元請け業者は，本工事により発生する特定建設資材廃棄物（特定建設資材（コンクリート，アスファ

※Ｄ１９～Ｄ２５　・ＳＤ３４５
・ＳＤ２９５Ａ

種類の記号

２１　（　　　）種かつ（　　　）Ｎ／ｍｍ　以上

各室2枚

３部※Ａ３版２ツ折張り合せ製本（仕様は監督職員と打合せによる。）

※Ａ３版２ツ折張り合せ製本 ３部
３部※Ａ２版２ツ折張り合せ製本

設計原図を訂正の上、提出する。

　　　ア　マニフェスト（産業廃棄物管理票）Ａ・Ｄ・Ｅ票の写し及び再生資源化に係るものについては， ※Ｈ形　　　　　　　　・図示

７ 設計基準強度　※１８Ｎ／ｍｍ無筋コンクリート

（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
よ
る
）

１
２

コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
事

（６．１．４）
設計基準強度
普通コンクリートの６

設計基準強度Ｆｃ（Ｎ／ｍｍ　） 施工箇所

８

６

５

４

３

２

（６．１４．３）

（６．３．５）（６．４．８）

（６．３．３）（６．５．４）

（６．３．２）（６．１３．２）（６．１６．２）（表６．３．１）

（６．２．３）

（６．１．５）（６．４．１～２）（表６．１．１）

３

Ｇ

　諾を受ける。

　凹凸状態とする。高圧水洗工法の目荒しを行う場合は、水圧５０Ｎ／ｍｍ　以上かつ、２．５分／ｍ　
　以上とし、施工計画書を監督に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は、事前に監督職員に承

・　コンクリートの増打ち厚さ　　※２０ｍｍ　　

　ＭＣＲ工法を行う場合は、せき板面にＭＣＲ工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、仕上がり面

※Ａ
・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ＝３．０ｋｇ／ｍ　以下）

※施工範囲は図示による。

外装タイル後張り面の躯体表面の処理

※混和剤　　・混和材

アルカリシリカ反応による区分

・高炉セメントＢ種　　　（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

普通ポルトランドセメントの品質は、ＪＩＳ　Ｒ　５２１０に示された規定の他、次の規定の全てに適合する
ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。

※Ⅰ類　　・Ⅱ類

表面の処理
コンクリート躯体

混和材料

骨材の種類

セメントの種類

スランプ

コンクリートの類別
レディーミクスト

４０２Ｊ／ｇ以下２８ｄ
７ｄ ３５２Ｊ／ｇ以下

水和熱

１００×１２５以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめべた焼を提出し確認を受ける。

※２　

３０　　　　※風速（Ｖｏ＝　　　　　　　）
　　　　※地表面粗度区分（　・Ⅰ　・Ⅱ　・Ⅲ　・Ⅳ）

　　　　　　（バルコニー、開放廊下、屋外階段、１階ポーチ下を除く）
　　　　　　・１階の室内となる部分のコンクリート下

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部建築課監修　平成２２年版）
１

防火，　準防火，　指定なし，　法２２条区域

（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
よ
る
）

（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
よ
る
）

地
業
工
事

７

（１．７．１～３）（表１．７．１）

工事写真 ・「営繕工事電子納品要領（案）（平成１４年１１月改訂版）」による。１６

内部（　　　　　　　）

１３

１５

１４

１２

　※施工図　　　　　　提出部数　　※３部　　　・　　部

　※施工計画書　　　　提出部数　　※３部　　　・　　部
　※保全に関する資料　提出部数　　※３部　　　・　　部

※図示　　　・設計ＧＬ＝現状ＧＬ　（既設建物に準ずる）

設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。

電子データは、ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ形式最高画質とし、ＣＤ－Ｒにて提出とする。
撮影業者　※監督職員の承諾する撮影業者（ただし、建築完成写真撮影の実績のある業者とする。）

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原板は撮影業者の保管とする。　

設計ＧＬ

設備工事との取合い

完成写真
原板の大きさ（ｍｍ）提出部数撮影箇所数分類・規格

　　　　３２４×４００（ｍｍ）

※３００ｄｐｉ以上
・電子データ

※カラー半切木製パネル 外部（　　）内部（　　）

外部（6）内部（各室2枚）

　　　　※キャビネ版 ※１００×１２５以上

　　　（他に外観正面１カットのみ５枚（カラーキャビネ版）提出）
　　　　※べた焼

※作成する　　　・作成しない完成図等

報告の様式等については、現場説明書による。

（５）本工事で発生した建設資材廃棄物は，広島県（環境局）及び保健所設置政令市
　　　イ　収集，運搬の写真，中間処理場・最終処分場（直接最終処分の場合のみ）への処分、状況の写真
　　　　　受入伝票の写し（マニフェストは原則として厚生労働省が示す全国統一のマニフェストを使用）

　　　以下の書類を添付すること。

　②元請け業者は，「再生資源利用計画書」，「再生資源利用促進計画書」及び

　を遵守し，建設副産物適正処理推進要綱に基づき適正に処理すること。
（１）建設工事（解体撤去工事も含む）から発生する建設廃棄物は，「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」
・上記以外　１．１．１３（ｂ）（５），及び監督職員との協議による。

・再生資源化を図るもの
・現場再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・特別管理産業廃棄物　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・引渡しを要するもの　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・要　　　・不要

・建築鉄骨設計基準・同解説（建設大臣官房官庁営繕部監修　平成１０年版）
・工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

３

２

１

６

５

４
電気工作物の保安の業務を行うものとする。
　工事現場におく電気保安技術者は、電気事業法に基づく電気主任技術者の職務を補佐し、

（１．３．８）

（１．３．５）

（１．３．３）

（１．２．２）

（１．１．４）

　　　　・積雪区分　建告示第１４５５号　　　㎝

・建築基準法に基づく風圧区分等を必要とする場合は次による。

※適用する

適用基準等

発生材の処理等

条件明示項目

電気保安技術者

品質計画

工事実績情報の登録

一
般
共
通
事
項

１

章 特　　記　　事　　項項　　目

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房営繕部監修の「公共建築工事標準仕様書

（６）Ｇ　印は「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の特定調達品目を示す。

※　　　　　印と　　印の付いた場合は、共に適用する。
　　　　　印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。
（２）特記事項は、　　印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の（　　　　）内表示番号は、標仕の当該項目、当該図又は当該表を示す。
（４）特記事項に記載の（別　　　）は（５．３．７）による別図「各部配筋」の当該項目を示す。
（５）製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

（１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。
２．特記仕様

１．共通仕様
Ⅱ　建築工事仕様

615.58　㎡

３ 構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）工事用電力

１０

９

８

６

５

４

（５．４．９）

（別７．３）

（別７．１）（別表７．１～３）

（別４．２）（別表４．３～４）

（別２．２）

（別２．１）

（５．３．１）（別１．１）

※超音波探傷試験　　　・引張試験

・Ａ種　　・Ｂ種　　　・Ｃ種　（　　　　ヶ所）

※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形

※行う　　　・行わない

・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示

圧接完了後の試験

機械吊上げ用フック

梁貫通孔の補強形式

床開口部の補強

帯筋

最上階柱頭補強

杭頭補強
既製コンクリート杭の

２

１

鉄
筋
工
事

（５．３．４）

（５．２．１）（表５．２．１）

呼び名１９ｍｍ以上の柱、梁の主筋　　※ガス圧接　・重ね継手　鉄筋の継手

鉄筋の種類５
呼び名（ｍｍ）

※Ｄ１６以下　

３ （５．３．５）最小かぶり厚さは目地底から算定する。鉄筋の最小かぶり厚さ

標仕表５．３．６の値に加える寸法（ｍｍ）
※１０　　・２０

施工箇所

４

３

２

（４．６．６）

（４．６．３）

（４．５．４）

（４．５．５）

（４．５．４）
（４．５．３）

（４．５．３）（表４．５．１）

Ｇ

２

※再生クラッシャラン　　　・切込み砂利及び切込み砕石

堀削工法　　・アースドリル工法（・安定液使用　・無水堀削）
鉄筋の種類　　５章鉄筋工事の鉄筋の種類による

コンクリートの種別及び設計基準強度

セメントの種類　６章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　　　・拡底杭工法（※安定液使用　・　　　　　）

側壁測定　　・行う（　　　　　　　　　　　　）　・行わない

　　　　　　・オールケーシング工法（孔内の水張　・行う　・行わない）
　　　　　　・リバース工法

　　　　　　・場所打ち鋼管コンクリート杭工法

床下防湿層

砂利地業

杭地業
場所打ちコンクリート

（４．３．３～５）
（４．３．６）
（４．３．２）
（４．３．７）

（４．３．１～２）

セメントの種類　６章コンクリート工事のセメントの種類による

　　　　　杭周固定液　　・使用する
　　　　　Ｈ１３国交告１１１３号第６による支持力算定式でα＝２５０程度を採用できる工法
　　　　　工法　　・プレボーリング拡大根固め工法　　・中堀拡大根固め工法
　・特定埋込み杭工法
施工法
杭の継手　　　建築基準法に基づく指定又は認定を受けた継手を使用してもよい。
先端部形状　　※開放形　　　　　・閉そく平たん形
杭頭の処理　　※切断しない　　　

　※高強度プレストレストコンクリート杭
種類

地業
既製コンクリート杭

継手数 セット数 備考杭径（ｍｍ）
試験杭

杭長（ｍ）及び種別

本　杭

２

１

土
工
事

（３．２．３）（表３．２．１）

（３．２．５）

Ｇ

・構内指示の場所にたい積　　　　・構内指示の場所に敷き均し

　　　・建設汚泥から再生した処理土
種別　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　・Ｃ種　　　・Ｄ種

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土

２

１

仮
設
工
事 （２．３．１）

（２．３．１）

（２．３．１）

構内既存の施設　　※利用できない　　・利用できる（※有償　・無償）工事用水

監督職員事務所

耐火建築物　準耐火建築物イ　 準耐火建築物ロ－一　 準耐火建築物ロ－二　 その他

容積率

新築　　増築　　改築　　移転　　用途変更　　大規模の修繕　　改修

１１
１０
　９
　８
　７
　６
　５
　４
　３

　２
　１

Ⅰ　工事概要

建築面積
敷地面積
建築種別
構造階数
工事種別
主要用途
建ペイ率
防火地域
用途地域

建築場所
工事名称

　　・再生資源利用実施書　　　　　・再生資源利用促進実施書

　　・再生資源利用計画書　　　　　・再生資源利用促進計画書

測定対象室　　　　・図示　　　
測定箇所数　　　　・図示　　　

規模及び仕上げの程度は現場説明書による

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・・ ・ ・

・ ・ ・ ・

1，建築工事
2，電気設備工事

一式
一式

・指示による

整地３
・建物周囲は、真砂土厚100mm敷き込み上転圧整地のこと。（2m範囲）（保育所側）

ＳＴＫＲ４００

・図示による

・全数

・

・設けない

・新築建物全て

・8ｹ所
・文部科学省が定める指針値以下であること

鋼管杭２Ａ ・別図参照

（基礎共）

ＳＮＲ４００Ｂ

・別図参照

・２４ 上部躯体

※　構造図を参照

※　構造図を参照

一式3，上記に伴う工事

（７）瑕疵担保調査-建設工事請負契約約款に定める期間内

外部（　　）

その他11 ・構造仕様書を優先とする

・第1種住居地域

・

外構（　　）

外構（　）

〈
構
造
図
を
優
先
と
す
る
〉

２

胴縁　L形鋼

地盤改良１A ・図示

・図示

（構造図）

（構造図）

・図示（構造図）

〈
構
造
図
を
優
先
と
す
る
〉

２

２

・　70％ ・　400％

三次市甲奴町西野74番地　甲奴コミュニュティセンター

甲奴支所仮庁舎改修工事

・指定なし

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ２

建築工事特記仕様書(1) 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



２

６

・Ｓ－Ｆ１

７

・耐火材

　吹付け

・湿式ロックウール

・半乾式吹付けロックウール

・乾式吹付けロックウール

・ラス張りモルタル塗り

種　　別

・耐火板張り

・建方用アンカーボルト　（・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種）

所要性能及び適用構造部位

無収縮性

塩化物量

付着強度

試験方法

コンシステンシー

ブリージング

配合比

無収縮モルタルの品質及び試験方法

砂

セメント

（各重量比）

土木学会コンクリート標準示方書に定められた品質を有するもの

　　（セメント＋混和材）：砂＝１：１

凝結時間

圧縮強度

混和材

等によって膨張する性質を利用するもの）とする。

セメント系（酸化カルシウム及びカルシウムサルファルミネート

　　付属書５（規定）「フレッシュコンクリート中の水の塩化物

１）日本道路公団規格（ＪＨＳ）「無収縮モルタル品質管理試験

　　方法」３１２－１９９２による。

亜鉛めっきの種別 材　　料 適用部位

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

素地ごしらえは、ＪＩＳ　Ｈ　９１２４溶融亜鉛めっき作業指針による。

※Ａ種　　　・Ｂ種

　無収縮モルタル

材齢３日　　２５．０Ｎ／ｍｍ　以上

材齢２８日　　４５．０Ｎ／ｍｍ　以上

材齢２８日　　３．０Ｎ／ｍｍ　以上

０．３０ｋｇ／ｍ　以下

材齢７日　　収縮しないこと

凝結開始時間　　１時間以上

終結時間　　１０時間以内

練り混ぜ２時間後のブリージング率　：　２．０％以下

練混ぜ完了から３分以内の値は　　８±２秒

Ｊロートによる流下時間

普通ボルト、アンカーボルト

最低板厚２．３ｍｍ以上、３．２ｍｍ未満の形鋼、鋼板

最低板厚３．２ｍｍ以上、４．５ｍｍ未満の形鋼、鋼板

最低板厚４．５ｍｍ以上の形鋼、鋼板

　　イオン濃度試験方法」による。

で、特に精選されたものを絶対乾燥状態で使用する。

３

耐火被覆

及び埋込み工法

アンカーボルトの保持

柱底均しモルタル工法

（７．９．２～６）

（７．１０．３）（表７．１０．１）

（７．２．９）（７．１０．３）（表７．１０．２）

（７．１２．３）（表１４．２．２）

２）塩化物量は、ＪＩＳ　Ａ　５３０８「レディミクストコンクリート」

ＪＩＳ　Ｒ　５２１０（ポルトランドセメント）による普通または

早強ポルトランドセメントとする。

１１

８

９

１０

溶融亜鉛めっき工法

※空洞ブロック１６　・空洞ブロック１６－Ｗ

・衛生配管用裏積みブロック　　　

・塀

・間仕切壁　・地下二重壁　・外壁

２ｍ以下

２ｍを超える

・１００

・１２０

・１５０

※標仕表８．３．１及び下表による

・外壁パネル

・間仕切壁パネル

・屋根パネル

・床パネル

種　類 単位荷重（Ｎ／ｍ　） 取付け工法種別

※標仕８．４．６による※１００　

※１００　

※１００　

・２３５０　・３５３０

・９８０

・３５０・１９６０

厚さ（ｍｍ）

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種

・床パネルの耐火性能（・１時間　・２時間）

・外壁パネル

・間仕切パネル

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ｄ　　・Ｄ－Ｒ

・Ｔ　　・Ｔ－Ｒ

・Ｂ種

・Ｂ種

・Ｃ種

種　類 表面形状 工法種別厚さ（ｍｍ） 幅（ｍｍ）

耐火性能　　・有り（　　　　　）

　　　　　　・無し

厚さ（ｍｍ）適用箇所

・　　　　　

・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　・Ｅ種

８ 補強コンクリート

ブロック造

ＡＬＣパネル

コンクリートブロック

帳壁及び塀

押出成形セメント板

（ＥＣＰ）

（８．２．２）

（８．３．２）

（８．５．２～６）（表８．５．１～２）

（８．４．２～６）（表８．４．３～４）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

高
さ

２

１

２

３

４

床型枠用鋼製デッキプレートを使用したコンクリートスラブ

施工箇所種　別

　　　　　　　　　　ただし、特定フロンを含まないもの。

立上り部の保護

※ＡⅠ－２

・ＢⅠ－２

・Ａ－２

・Ｄ－２

アスファルト　　　※３種　　　・４種　

・乾式保護材　　　※押出成形セメント板（厚さ　１５ｍｍ）

断熱工法の断熱材　　厚さ（ｍｍ）　※２５　　

厚　さ （　　　　　）

施工箇所

種　別 ・ＡＳ－１　・ＡＳ－２

９ アスファルト防水

改質アスファルト

シート防水

（９．２．２～３）（表９．２．３～８）

（９．２．２）

（９．２．２）

（９．２．５）

（９．３．２～４）（表９．３．１）

防
水
工
事

１

２

仕上げ塗料塗り 使用分類

・カラー

・シルバー ※非歩行

・軽歩行

・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｆ２

種　別 厚さ（ｍｍ）

・Ｓ－Ｍ２

・Ｓ－Ｍ３

※適用する　・適用しない

　・カラー

　・シルバー

仕上げ塗料塗り

脱気装置

備　考種　別

・Ｘ－１

・Ｙ－１

・Ｙ－２

・Ｘ－２

Ｙ－２工法の保護シート

　　・設ける　材質（　　　　　　）　　設置数量（　　　　ｍ　当たり１箇所）

シーリング材の種類（記号）

下表以外は、標仕表９．６．１による

石の種類・表面仕上げ

種石の種類　　※大理石　　　　

外壁石張り

　工法

　石裏面処理　　　　・行う（・小口共）

　裏打ち処理　　　　・行う

　・外壁湿式工法（※流し筋工法　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・乾式工法

　ドレインパイプ　　※ステンレスＳＵＳ３０４　　

表面仕上げ　　※本磨き　　　　

形状・寸法　　※図示

※１．５　

※２．０　

※１．５　

※１．２　

１０

合成高分子系

ルーフィングシート

防水

塗膜防水

シーリング

天然石張り

テラゾ張り

壁の石張り工法

（９．４．２～３）（表９．４．１）

（９．５．２～３）（表９．５．１～２）

（９．６．２）（表９．６．１）

（１０．２．１）（表１０．２．１～２）

（１０．２．１）（表１０．２．２）

（１０．３．２～３）（１０．５．２～３）

床石張りの裏面処理　　・行う

屋内のワックス掛け　　・行う

床及び階段の石張り （１０．６．２）

（１０．１．５）

内壁石張り

　工法

　・乾式工法

　裏打ち処理　　　　　・行う

　・内壁空積工法（※あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

（１０．４．２～３）（１０．５．２～３）

石
工
事

１

２

３

４

３

４

５

施工個所

施工箇所

役物：標準的な曲がり（小口、標準、二丁、屏風）の役物は一体成形とする

形状寸法

（ｍｍ） 磁器 せっ器 陶器

きじ

あり 特注標準なし

うわぐすり 役物 色
備考

再生材の

適用

タイルの種類

Ｇ

１１ 陶磁器質タイル （１１．２．１）

タ
イ
ル
工
事

１

施工箇所

タイルの見本焼き　　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　　　　　　　）

無釉施釉

　躯体表面の処理　・行わない　　※行う（施工範囲　※図示　・　　　　）

　タイルの試験張り　※行わない　　・行う（※外壁タイル　・　　　　）

　下地モルタル塗り　※標仕１５．２．２～１５．２．５

適用タイル タイル型枠先付け面のせき板

・小口タイル

・二丁掛タイル

大型タイル

　金属製タイル先付け用パネル

※標仕６．９．３［材料］（ｂ）（２）又は

種　別

※タイルシート法

・目地桝工法

・桟木法

既成調合モルタル

接着剤のホルムアルデヒド放散量　　※規制対象外　　・第三種

保水率

（％）

単位容積質量

標準時 温冷繰返し後

長さ変化率

（％）

曲げ強さ接着強さ（Ｎ／ｍｍ　）

（Ｎ／ｍｍ　）（　ｋｇ／ｌ　） ２

７０．０以上 １．８０程度 ０．６０以上 ０．４０以上 ０．２０以下 ４．０以上

壁タイル張りの工法

陶磁器質タイル型枠

先付け工法

張り付け用材料

（１１．２．３）

（１１．３．３）（表１１．３．２）

（１１．２．１）

（１１．２．２）（１１．４．２）（表１１．４．１）

２

２

３

４

・構造用集成材

・造作用集成材

・集成材　　　

・化粧ばり造作用集成材

化粧単板の樹種

・　　　

・標仕表１２．２．３による　　　・図示による

・一般材　　　

・図示による

・１等　・２等　　　

・１等　・２等　　　 ・　　　

・　　　

・たも　・なら　・しおじ　　　

品　名 規格・品質 芯材の種類

　接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

　ユリア樹脂、メラミン樹脂、フェノール樹脂、レゾルシノール樹脂又はホルムアルデヒド系防腐剤

板厚（ｍｍ）屋根葺形式 長尺金属板の種類

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

※有り　　・無し軒先面戸板

（規格等）

断　熱　材

材　　　料

形　　　式

※３０分耐火　　・無し

※有り（種別：図示　　厚さ：　４ ｍｍ）　・無し

形状（ｍｍ）

　鋼板及び鋼帯（ＣＧＬＣＣＲ－２０－ＡＺ１５０）

※塗装溶融５５％アルミニウム－亜鉛合金めっき

１２

１３

木材の品質

接着剤

樹種

集成材等

折板葺

（１２．２．１）

（１２．２．１）（表１２．２．３）

（１２．２．２）

（１２．２．６）

（１３．２．２～３）（表１３．２．１）

（１３．３．２～３）（表１３．２．１）

木
工
事

屋
根
及
び
と
い
工
事

※塗装溶融５５％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板及び鋼帯（ＣＧＬＣＣＲ－２０－ＡＺ１５０）

１

２

１

４

３

２

種　　類

種　　別

表面処理方法

・Ｂ－１種（無着色）

施工箇所

種　別

・Ａ種

溶融亜鉛めっき ・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

・Ｂ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　（　　　　）

種　類 表面処理

※Ａ－１又は

　　　Ｂ－１種

・Ｂ－２種

隅角部及び突当たり部等の役

固定間隔 備　　考

固定方法及び間

隔は品質計画で

定めたもの

物は本体製造所の仕様による。

表面処理形　　状 製　法 材　種 寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ）

・パネル形

・Ｂ－２種（　　　）

※プレス

・ロール

・押出し・スパンドレル形 ・Ｂ－１種

伸縮調整継手　　※設けない　　・設ける（施工箇所は図示）

呼称肉厚（ｍｍ）

・Ｎｏ．２Ｂ程度

１．８以上

１４ ステンレスの表面

仕上げ

アルミニウム及び

鉄の亜鉛めっき

アルミニウム合金

の表面処理

アルミニウム製笠木

金属成形板張り

（１４．２．１）

（１４．２．２）（表１４．２．１）

（１４．２．３）（表１４．２．２）

（１４．６．２）（表１４．２．１）

（１４．７．２）（表１４．２．１）（表１４．７．１）

金
属
工
事

１

２

３

４

５

・鉄

※ステンレスＳＵＳ３０４ ※研磨無し　・　

亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種

・鉄

種　　類 材料の種別 表面処理

※ステンレスＳＵＳ３０４ ※ＨＬ程度　・鏡面程度　　　

亜鉛めっき　外部　※Ｃ種　　

　　　　　　内部　※Ｅ種　　

手すり及びタラップ （１４．２．１）（１４．８．２～３）（表１４．２．２）６

吸水調整材

　均質で有害と認められる異物の混入がないこと。

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

防水剤の種類　建築用のモルタルに用いるセメント防水剤

膨張性のひび割れ及びそりがないこと。

セメント重量の

混合割合 曲げ及び圧縮強度比 吸水比 透水比

始発　１時間以上５％以下

下表以外は標仕表６．２．４及び標仕１５．３．２による

９５％以下

終結　１０時間以内

７０％以上 ８０％以下

施工箇所 備　　考

塗料塗りの場合も含む１ｍにつき１０以下

平たんさ（ｍｍ）

・図示による（犬走り他）

・薄付け仕上塗材

種　　類 呼び名 仕上げの形状等

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ ・砂壁状　　・ゆず肌状　・さざ波状

・ゆず肌状　・さざ波形　・凹凸状

・内装薄塗材Ｅ 砂壁状じゅらく

・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状　・着色骨材砂壁状

・外装薄塗材Ｓ 砂壁状　

・複層塗材ＣＥ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・複層塗材ＲＳ

・防水形複層塗材ＣＥ

・複層仕上塗材

京壁状じゅらく　

上塗材

・ゆず肌状　　・凸部処理　　※凹凸模様（外部）

　溶媒　※水系　　・溶剤系

　樹脂　※アクリル系　

　外観　※つやあり　・つやなし

耐候性　※３種　

　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。

防火材料の指定

・防水形複層塗材ＲＳ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・軽量骨材仕上塗材 砂壁状

防水形の増塗材　※行う

平たん状

・防水形複層塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｓｉ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・防水形複層塗材ＲＥ

表示値±１．０ ０．９８以上 ５０以下３０分で１ｇ以下

全固形分（％） 吸水量（ｇ） 接着強度（Ｎ／ｍｍ　） 界面破断率（％）

凝結時間

１５ モルタル塗り材料

直均し仕上げ

床コンクリートの

仕上塗材仕上げ

（１５．２．２）

（１５．２．２）

（表６．２．４）（１５．３．１～２）

（１５．５．２）（表１５．５．１）

左
官
工
事

１

２

３

ＪＩＳ　Ｒ　５２０１の試験において

　　　　・メタリック

・Ｃ種

・Ａ種

種　別 耐風圧性 水密性 施工箇所

※図示　　　

※図示　　　

※図示　　　

・Ａ－３Ｓ－４ ・Ｗ－４

Ｓ－５

Ｓ－６

枠見込み（ｍｍ）気密性

見本の製作等

網戸

鋼製建具

アルミニウム製建具

鋼製軽量建具

ステンレス製建具

・特殊な建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

屋内建具

防虫網

　表面処理　※Ｃ－１種又はＢ－１種　　　

外部に面する建具

　　　　　　・Ｃ－２種又はＢ－２種（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　網の種別　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・合成樹脂製　・ステンレス製（ＳＵＳ３１６）（ｶﾞﾗﾘｰ部）

耐風圧性の適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

特定防火設備の戸　　・適用あり

曲げ加工　　※普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

表面仕上げ　※ＨＬ程度　・鏡面仕上げ　

簡易気密型ドアセットの適用は建具表による

耐風圧性の適用は建具表による

（１６．１．４）

（１６．２．２）（１６．２．４）（表１６．２．１）

（表１４．２．１）

（１６．２．３）

（１６．３．２）（表１６．３．１）

（１６．４．２）

（１６．５．４）

（１６．５．５）

（表１６．５．１）

３

４

１

６

（表１４．２．１）　　　　　　・Ｂ－２種　　　　　　（・ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

　表面処理　※Ｂ－１種

１６

建
具
工
事

・代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

※保証年数：１０年

※保証年数：１０年

５・Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ｆ　　・Ｆ－Ｒ

・Ａ種

・１００　・１５０

・６０

・６０

・６０

・６００

・６００

・６００

２

施工箇所 仕上げの種類種　類 厚さ（ｍｍ）

※アルミニウム製

耐火性能

山高（166）　山ピッチ（　　　　　　）　板厚※０．６　・０．８　・０．５

掃　除　口　　　　※有り　　　　　・無し

鋼管製といの防露　※標仕表１３．５．５による　　　

とい （１３．５．２）（表１３．５．１）

（１３．５．３）（表１３．５．５）

Ｇ

３

　　　　　　　　　・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管（ＲＥＰ－ＶＵ）

材　　　種　　　　・配管用鋼管　　・硬質塩化ビニル管（ｶﾗｰUV)

　　　　　　　　　・ステンレス管　（養生管）

鉄
骨
工
事
（
構
造
設
計
標
準
仕
様
に
よ
る
）

施工箇所

産地・名称

・米栂

・２５０形

・３００形

内装タイル　　　　・壁タイル接着剤張り　　・積上げ張り

　躯体表面の処理方法　ＭＣＲ工法又は目荒し工法（６章コンクリート工事）

外装タイル　　　　※密着張り　　・マスク張り　　・接着剤張り

２

屋根

・図示

施工箇所

施工箇所

・手すり

・タラップ

・７０

・１００

特定防火設備の戸　　・適用あり

※１．２　・１．５

２．０以上・３５０形

１．６以上

・図示による

（以下、「ユリア樹脂等」という。）を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散等級　※Ｆ☆☆☆☆

　　防露材のホルムアルデヒド放散等級

　　※Ｆ☆☆☆☆

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒド放散等級

　※Ｆ☆☆☆☆

　三晃金属工業、元旦ビューティー工業、淀川製鋼所

長尺金属板葺

・構造用アンカーボルト　（※図示　　　・　　　　　　　　）

※０．４　

ホルムアルデヒドの放散等級　　　　　※Ｆ☆☆☆☆

　・７０　・１００

　形　　式　・外部可動式　・固定式

２

２

２

行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　防腐、防蟻処理の種類、品質

　　表面処理用木材保存剤（防腐・防蟻剤）は監督職員の承諾するものとする。

※無し

下張り用床板

床板

※合板張り

・板張り　

・有り

（標仕１９．５．２による）

防腐・防蟻処理

（１２．２．９）

（１２．２．８）

（１２．７．１）（表１２．７．１）

５

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

※Ｆ☆☆☆☆

※Ｆ☆☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散等級

ホルムアルデヒドの放散等級※複合フローリング１種

・上り框 ※タモ集成材

床板張り フローリング及び縁甲板張り床　　　

・Ｂ種

センサの種類開閉方法

※スライデイングドア

・スイングドア

・マットスイッチ　　・電子マットスイッチ

※光線スイッチ　　　・音波スイッチ

・熱線スイッチ　　　・光電スイッチ

・凍結防止措置（適用箇所は建具表による）

自動ドア開閉装置 （１６．８．２～３）（表１６．８．１～３）７

　　　　　　　・製造所標準仕様による

品質規格　　　・標仕表１６．９．１による自閉式上吊り引戸装置 （１６．９．２～３）８

ふすまの上張り　　

　※新鳥の子又はビニル紙程度（押入等の裏面は除く）　　　・鳥の子

木製建具 （１６．６．２）

（表１６．６．３）

（１６．６．２）

９ かまち戸の樹種　　かまち（　竪木　　　）　　鏡板（　　　　　　　　）　　

　※Ｆ☆☆☆☆

建物内部の木製建具に使用する表面材及び接着剤のホルムアルデヒドの放散等級

　Ａ－３ 　Ｗ－４

・標仕１２．２．１　　　・図示による

※鏡面仕上げ

・ＨＬ程度

・複層塗材ＲＥ

　防腐処理　※行う（※図示　　・　　　　　　　　　　）

・柱・梁・母屋

・図示による

・１１８０

・５０

・１２５

取合部分 ＭＳ-2

面　台 御影石 25 磨

・米栂

・　図示

・　図示

・Ｅ-２ 屋内各便所、洗面所

屋根

・雪止め金物ステンレスSUS304 L-50×50×4（谷部受板共）

図示

・図示 ２．０以上

・平面-絶縁工法　立上り-密着工法

・柱

・図示

・図示

・耐火性能要求有り

・落下防止対策品

　内観　・つやあり　・つやなし

・プール用アンカーボルト　

・１００

　・ 結露防止材吹付（F☆☆☆☆）

・清掃・消毒

・取り外し+清掃，消毒+再取付

窓

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ３

建築工事特記仕様書(2) 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



・せっこうボード

ステンレス製 ※シーリング材

※シーリング材　・ガスケット（ＦＩＸ部はシーリング材）

※シーリング材

張り面 性能値名　　称 種　類

※ガラス飛散防止フィルム　　 ※内張り　・外張り 飛散防止率　Ｄ１第２種

防火性能

・有り

※無し

表面形状

・長方形

呼び寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ） 色調

材　　　種建具の種類

鋼製及び鋼製軽量

アルミニウム製

・正方形

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

品質　ＪＩＳ　Ａ　５７５９による　　

　ＪＡＳＳ　１７ガラス工事「３．１納まり寸法標準」によるほか、性能値が確認できる資料を

　　標仕１６．１３．３　以外のアルミニウム製建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築学会

ガラス留め材

　防火戸のガラス留め材は建築基準法に基づく防火性能を有するものとする。

　監督職員に提出する

建具用金物

マスターキー　※製作する　・製作しない（既設建物合せ）

　錠類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする

　なお、錠前類は建具製作所の指定するものとし、監督職員の承諾を受ける

吊金物

　・丁番（内部建具については、軸を鉄芯としてもよい）

　・ピボットヒンジ

※建具表による

・ガラスブロック　　標仕１６．１３．５による

建具用金物

ガラス

ガラス用フィルム

ガラス留め材及び溝

（１６．７．４）

（１６．３．６）（１６．４．６）

（１６．７．２）

（１６．１３．５）

（１６．１３．２）

（１６．１３．２）（表９．６．１）

（１６．１３．３）

　・シャッターの二段降下方式

一般重量シャッターのシャッターケース　　※設ける　・設けない　　

危害防止機構

　※障害物感知装置（自動閉鎖型）

開閉機能　　　　※上部電動式（手動併用）　・上部手動式　

・一般重量シャッター

シャッターの種類

・外壁用防火シャッター

・屋内用防火シャッター

・屋内用防煙シャッター

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ／ｍ

耐風圧性能（　　　　　）Ｎ／ｍ

重量シャッター

（１６．１０．２）（表１６．１０．１）

（１６．１０．２）

（１６．１０．２）

開閉形式　　　　※手動式　・上部電動式（手動併用）

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ／ｍ

スラット　材質　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板　　・鋼板

　　　　　形状　※インターロッキング形　　　・オーバーラッピング形

ガイドレール等　※鋼板製　・ステンレス製ＳＵＳ３０４（厚さ１．５ｍｍ）

軽量シャッター （１６．１１．２）（表１６．１１．１）

（１６．１１．３）

（１６．１１．４）

（表１６．１１．２）

・ファイバーグラスタイプ

・アルミニウムタイプ

※スチールタイプ

・電動式

※バランス式

・チェーン式

・バーチカル形

・ハイリフト形

・溶融亜鉛めっき鋼板

※ステンレス鋼板

・スタンダード形

・ローヘッド形

　（ＳＵＳ３０４）

セクション材料 開閉方式 収納形式 ガイドレール

耐風圧性能　　（　　　　　）Ｎ／ｍ

オーバーヘッドドア （１６．１２．２～３）

２

２

１０

１２

１３

１１

１４

１５

１６

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会ＪＡＳＳ１４による。

　・小型パネル組み合わせ方式　（・ノックダウン方式　　・ユニット方式）

　・パネル方式

シーリング材及びガラス取付け材料

ガラス

石、タイル

ガラスガラス

金属

構造用ガスケット　※適用しない

　　　　　　　　　・適用する（施工箇所：図示　　　　　　　　　　　　　　）

断熱材　　　　　　※適用しない　

アルミニウムの表面処理

・着色塗膜 塗装材料（　　　　　　　　　）焼付け方法（　　　）コート（　　　）ベーク

※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー　・　

無着色

耐風圧性能

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

・Ａ－１種　　・Ｂ－１種　　　　　

・Ａ－２種　　・Ｂ－２種

製品の寸法許容差　※標仕表１７．２．１による

　性能値　※建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１４５４号に定められた風圧力に対して

　下記以外は標仕表９．６．１による

主成分による区分記　号 耐久性による区分
被着体の組合せ

種　　別 色彩等

　　　　　・正圧　　　Ｎ／ｍ　以上及び負圧　　　Ｎ／ｍ　以上に対して安全であること。　　　　　　　

※アルミニウム製

カーテンウォール方式

　・スパンドレル方式

　・方立方式

　・バックマリオン方式　（・単純２辺支持構法　・ＳＳＧ構法）

※標仕１６．２．３のアルミニウム製建具の材料による

規格等種　　類

カーテンウォール材料の種類

　　　　　　　　　・適用する（種類：　　厚さ（ｍｍ）　　：施工個所※図示　）　

シーリング材の種別

　　　　　　安全であること。

１７

ウォール

メタルカーテン

（１７．２．２）

（９．６．２）（１７．２．２）（表９．６．１）

（１７．２．２）

（１７．２．２）

（１７．２．３）（表１７．２．１）

（１７．２．３）（表１４．２．１）

（１７．１．３）

カ
ー
テ
ン
ウ
ォ
ー
ル
工
事

１

建
具
工
事

主要部材のたわみ

※各部の破損、残留変形

　有害な変形が起こらないこと

耐震性能

※４ｍ以下　

・４ｍを超える

※±（１／１５０）×ｈ　

　　　　　かつ絶対量２０ｍｍ以下

支点間距離（ｈ） たわみ量 状　　態

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※１．０　　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※０．５　　

（１７．１．３）

建物の構造種別 層間変位量（ｈ＝支点間距離） 状　　態

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

※部材の脱落、ガラスの破損及び主要

　部材に有害な歪みが起こらない

耐火性能　※適用しない　　・適用する（　　　時間、施工箇所：図示）

映像調整　※行わない　・行う（建具表による）

鉄骨造

製造所　　　性能等の確認できる資料を提出し監督職員の承諾を受ける

気密性　　・Ａ－３　　・Ａ－４　　

水密性　　・Ｗ－４　　・Ｗ－５　　

※±（１／１００）×ｈ以上　

※±（１／２００）×ｈ以上　

コンクリートの種類及び品質

コンクリートの種類 設計基準強度（Ｆｃ）

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会ＪＡＳＳ　１４による。

　・下表による。ただし、下表以外は標仕１７．３．２による。

　※標仕１７．３．２による

鉄筋　　※ＳＤ２９５Ａ　　

所要スランプ（ｃｍ）

レベル調整ボルト

ＰＣ版打込み取付けボルト

取付けボルト

ＰＣ版打込み金物

※Ｅ種　　

※Ｅ種　　

※Ｅ種　　

※Ｅ種　　

※Ｅ種　　

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

※Ａ種　　・　

※ステンレスボルト

※Ａ種　　・　

金物種類及び部位 内　　部 外　　部

上記以外はカーテンウォール製作所の仕様による

２次ファスナー

　シーリングは補修程度

ＰＣカーテンウォール

（１７．１．３）

（１７．１．３）

（１７．３．２）

（１４．２．３）（表１４．２．２）

シーリング材料

主成分による区分

シーリング材の種別
施工箇所

記　号 耐久性による区分

断熱材　　　　　　※適用しない

表面仕上げ　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　）

カーテンウォール板間目地

耐風圧性能

耐火材料

施工部位 種　　別 規格等

・パネル目地部

・層間ふさぎ

・取付けブラケット

・ファスナー部

　　　　　　　　　・製造所標準製作規定寸法許容差による　　　　　

製品の寸法許容差　※標仕表１７．３．１による

　下記以外は標仕表９．６．１による　

　　　　　　　　　・適用する　（種類：　　　　　　　厚さ（ｍｍ）　　　：施工箇所　※図示）

　　　　　・正圧　　　Ｎ／ｍ　以上及び負圧　　　Ｎ／ｍ　以上に対して安全であること。　　　

　性能値　※建築基準法施行令第８７条及び建設省告示第１４５４号に定められた風圧力に対して

耐震性能

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

建物の構造種別 層間変位量（ｈ＝支点間距離） 状　　態

※部材が損傷せず、破損脱落もしない。

　ガラス等の破損もない

　シーリングは補修程度

※±（１／１００）×ｈ以上　

※±（１／２００）×ｈ以上　

鉄骨造

　設計用震度　　水平方向（Ｋ　）　※１．０　　

　　　　　　　　垂直方向（Ｋ　）　※０．５　　

　　　　　　安全であること。

（９．６．２）（１７．３．２）（表９．６．１）

（１７．３．３）（表１７．３．１）

（１７．１．３）

（１７．１．３）

２

・図示

２２

Ｖ

Ｈ

２２

Ｖ

Ｈ

亜鉛めっき面の素地ごしらえの種別

せっこうボード及びその他のボード面の素地ごしらえの種別

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

Ａ種、Ｃ種以外

塗りの場合

Ｃ種

Ｂ種

Ａ種

種　別 施工部位及び塗料種別

鋼製の建具及び、２液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾燥形ふっ素樹脂エナメル

　種別　※Ｂ種　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

仕上種別　　　※平滑仕上げ　　　・防滑仕上げ

材　質　　　　ウレタン樹脂系塗料（※標準色　・　　　　　）

１８ 材料

素地ごしらえ

床用塗料塗り

（１８．１．３）

（１８．２．４）（表１８．２．３）（表１８．３．４）

（１８．２．７）（表１８．２．７）

塗
装
工
事

３

１

２

２塗布量　　　　プライマー塗りのうえ主剤２回塗りとし、総塗布量は０．５ｋｇ／ｍ　以上とする　　　　

材　質　　　　水性アクリル系樹脂塗料（※標準色　・　　　　　）

仕上種別　　　コーティング（ローラー刷毛塗り）

塗布量　　　　主剤２回塗とし、総塗布量は０．２５ｋｇ／ｍ　以上とする。

防塵用塗料塗り４

２

※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性のものとする。

１９ 接着剤 （１９．２．２）（１９．３．３）

内
装
工
事

１

・発泡層のあるもの

※ＮＣ　

※柄物　　・無地

※無地　　・マーブル柄

種　類 色　柄ＪＩＳの記号 厚さ（ｍｍ）

ビニル床シート張り （１９．２．２）

（１９．２．３）

２

２

２

※クリア

・カスミ

・８０・１１５＊１１５＊８０

※発泡層のないもの

※Ｆ☆☆☆☆

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散等級

・クッションフロアーシート ・１．８

・ノンスリップビニール床シート

※２．５

・２．５

工法　　※熱溶接工法　　・突付け（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　）

東リ、タジマ、ロンシール工業

　※Ｆ☆☆☆☆

建物内部に使用するユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散等級

種　　　類 ＪＩＳの記号 備　　考

・コンポジションビニル床タイル（軟質）

ＣＴ

ＣＴＳ

ＨＴ

※２

厚さ（ｍｍ）

ビニル床タイル張り （１９．２．２）３

・ホモジニアスビニル床タイル　　　　　

※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

種　　　類 性　　能

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

厚さ（ｍｍ）

漏えい抵抗値（ＪＩＳ　Ａ　１４５４による）

体積抵抗値（ＪＩＳ　Ｋ　６９１１による）

帯電防止床タイル張り （１９．２．２）４

※２　

・カット、ループパイル併用

・ループパイル

・カットパイル・Ａ種

・Ｂ種

パイル形状種　別

・柄物（標準品）

備　考色柄等

※無地

・タフテッドカーペット

工　　法

・グリッパー工法

パイル長（ｍｍ）

・Ｃ種

・織じゅうたん

・ループパイル

耐電性　※人体帯電圧３ｋＶ以下　　　

耐電性　※人体帯電圧３ｋＶ以下　　　

耐電性　・人体帯電圧３ｋＶ以下（フリーアクセスフロア敷設範囲）

パイル形状

・カットパイル

・カット、ループ併用

・レベルループパイル

※ループパイル

・カットパイル

・カット、ループ併用

パイル形状

※全面接着工法

※４～６　　

※５～７　　

種　類

※第一種

・第二種

総厚さ（ｍｍ）寸法（ｍｍ）

※４　　　

備　考

備　考

※５００×５００

・ひのき

下地の種類 畳の種別

畳表及び畳床はＶＯＣ含有量が少ないものとする

※６．５

ビニル幅木

カーペット敷き

畳敷き

（１９．２．２）

（１９．３．３～４）（表１９．３．１～２）

（１９．３．３～４）（表１９．３．２）

（１９．３．３）（表１９．３．２）

（１９．５．２）

（１９．６．２）（表１９．６．１）９

５

６

※Ｃ種　　ポリエチレンフォーム床下地

・タイルカーペット

標仕表１２．５．１による床組　

高さ（ｍｍ）　※６０　　・７５　　・１００　　・３５０

１０１．０Ｘ１０　　Ω未満

１．０Ｘ１０　　Ω以下、または、９※５　

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　・防滑）　

・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　

・防滑仕上げ　　

※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

※薄膜流し展べ仕上げ

種　　別 仕上げの種類

・エポキシ樹脂塗床材

種　　別 樹　種 工　法 仕上げ塗装等 備　考

※塗装品

フローリング張り

合成樹脂塗床 （１９．４．２～３）（表１９．４．１～７）

（１９．４．２）

（１９．５．２～７）（表１９．５．１～４）８

７

・弾性ウレタン塗床材

・無塗装品・接着工法・ぶな

※なら

ユリア樹脂等を用いた塗料のホルムアルデヒドの放散等級

　※Ｆ☆☆☆☆

ホルムアルデヒドの放散等級　　　　　※Ｆ☆☆☆☆

※天然木化粧複合フローリング１種 ※釘どめ工法（Ｂ種）

畳下地　　　　　　厚さ（ｍｍ）　※４０　・６５　・８０ポリスチレンフォーム

床下地材

１０

フローリング類　　厚さ（ｍｍ）　※８０　・９５　・１２０

ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｌ

ＧＢ－Ｓ

ＤＲ

０．８ＦＫ

ＨＷ

ＮＷ

ＧＢ－Ｄ

ＭＤＦ

ＨＢ

ＩＢ

ＧＢ－Ｒ

ＤＲ

ＤＲ（軒天）

ＧＢ－ＮＣ

・１５　　・２０　　・２５　　

・１５　　・２０　　・２５　　

※フラットタイプ（※９（不燃）・１２　・　　）

・凹凸タイプ（※１２（不燃）・１５・１９・　　）

９．５（不燃）　　　　　　　化粧無（下地張り用）　

　　　　　　化粧有（トラバーチン模様）

※フラットタイプ　９（不燃）

・凹凸タイプ（※１２　・１５）（不燃）

９．５

１２．５（不燃）　１５．０（不燃）

ＪＩＳ　Ｋ　６９０３による　厚さ１．２　　・図示

模様（※柾目　・板目）　専用下地材付き

・生地、透明塗料塗り（ラワン合板程度）

・不透明塗料塗り（しな合板程度）

・無研磨板　　　　　・研磨板

・メラミン樹脂化粧板

・ミディアムデンシティ

・単板張りパーティクルボード

・ハードボード（素地）

・インシュレーションボード

・難燃合板

・シージングせっこうボード

・不燃積層せっこうボード

・硬質木毛セメント板

・普通木毛セメント板

・ロックウール化粧吸音板

・ロックウール化粧吸音板

・けい酸カルシウム板

　（軒天井用）

種　　類 ＪＩＳの記号 厚さ（ｍｍ）、規格等

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

Ｇ

ＤＲ（凹凸）

ＤＲ（軒天凹凸）

　ファイバーボード

・　無研磨板（・スタンダード　　　・テンパード　）

・　研磨板　（・スタンダード　　　・テンパード　）

せっこうボード

その他のボード張り

（１９．７．２）（表１９．７．１）

・　１０　　・　１２　　・　１５　　・１８　

Ａ級（・天井仕上　　　・内装仕上　　　・　　　　　）

・　３　　・　７　　・　９　　・１２

１１

※１２．５（不燃）・９．５（準不燃）・１５（不燃）

・せっこうラスボード

・化粧せっこうボード（木目）

・化粧せっこうボード

タイプ２（無石綿）（・６　・８　・10　　）

※１２．５（不燃）幅４４０ｍｍ程度・９．５（準不燃）

・１２．５（準不燃）

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

　※適用する　　　・適用しない

　※Ｆ☆☆☆☆

合板類、繊維板、及びパーティクルボードのホルムアルデヒドの放散等級

・強化せっこうボード

・化粧ケイカル板

・　９　　・　１２　　・　１５　　・１８

・　５　・６

種　　類 ＪＩＳの記号

ＲＷ－Ｂ

ＧＷ－Ｂ

・ロックウール吸音ボード１号

※グラスウール吸音ボード３２Ｋ

※２５　　

※２５　　

厚さ（ｍｍ）

吸音材 （表１９．７．１）１２

　保温板

・押出法

　ポリスチレン

　フォーム

・現場発泡断熱材

・木質系・断熱材兼用型枠

種　類

※２種ｂ

※３種ｂ

（スキン層付）

・コンクリート系

・プラスチック系

特定フロンを使用

しないもの

特定フロンを使用

しないもの・一般部

※断熱材補修部分

製造所　　性能の確認できる資料を監督職員に提出する

※壁（図示の範囲）

施工箇所

※一般部

断熱抵抗

難燃性※３級　・２級

※１５

※４０以下

厚さ（ｍｍ） 品質等

　　　　発」において、評価を取得したもの

製造所　建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の開

回り縁は樋付き

とし、製造所の

標準品とする。

準不燃品※焼付け塗装品

・アルマイト処理品

※塗装品

・木目調

※アルミニウム製

・硬質塩ビ製

備　考材　質 性　能表面仕上げ

・１００

・１００

※２００

※３００

幅（ｍｍ）

素地ごしらえ

　せっこうボード面　　　　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

紙
繊維

（織物）

プラ

（ビニル）

その他
無機質

防火性能

壁紙の種類

（化学繊維）

　モルタル、プラスター面　　※Ｂ種　　・Ａ種（施工箇所：　　　　　　　　　　）

備　考

＝０．６７６以上

＝厚さ／熱伝導率

　（ｍ　・ｋ／ｗ）

断熱材

浴室天井材

（１９．８．２）

（表１８．２．４）（表１８．２．７）

（１９．８．２）

（１９．９．２～３）

１５

１４

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

ロックウール、グラスウール、フェノールフォーム、ユリア樹脂又はメラミン樹脂を使用した

壁紙張り１３

・接地部分

市販品

・外部サッシ廻り

・２５

※２５・３０

・２５

施工箇所

・図示による ※不燃・準不燃・難燃

・複合板

断熱材のホルムアルデヒドの放散等級　　　　　※Ｆ☆☆☆☆

壁紙のホルムアルデヒドの放散等級　　　※Ｆ☆☆☆☆

２

・溝構法

・溝構法

・溝構法

水平力

適用地震時仕上り高
備　考構　法施工箇所

（ｍｍ）

・パネル構法

・パネル構法

・パネル構法

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

表面仕上げ材耐荷重性能

・１．０Ｇ

・１．０Ｇ

・１．０Ｇ

・３，０００Ｎ

・３，０００Ｎ

・３，０００Ｎ

・５，０００Ｎ

・５，０００Ｎ

・５，０００Ｎ

・０．６Ｇ

・０．６Ｇ

・０．６Ｇ

フリーアクセスフロア

空調用吹き出しパネル　　　※無し

コンセント等の取付け対応　※製造所の標準仕様　（コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

　　　　　　　　　　　　　・有り（※固定式　　・可変式　：施工箇所は図示）　　　

　　　　　　　　　　　フリーアクセスフロア全体面積に対する設置割合

配線用取り出しパネル　配線取り出し開口：パネル１枚につき４０ｍｍ×８０ｍｍ程度の開口１ヶ所以上

　　　　　　　　　　　※２０～３０％　　　　

スロープ及びボーダー　　　※製造所の標準仕様　　・図示

表面仕上げ材の品質・規格等は、１９章内装工事による

　５，０００Ｎについては、平成元年建設省告示第１３２２号「耐震型フリーアクセスフロアの開発」の建

　設技術評価において評価を取得したもの又は同等品とする。

（２０．２．２）１２０

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

構造形式
パネル部の

総厚さ（ｍｍ）

表面材種

厚さ（ｍｍ）
表面仕上げ

・パネル式

・スタッド式

・スタッドパネル式

※メラミン樹脂又は

　アクリル樹脂焼付け

・　

※鋼板

（※０．６　・０．８）

可動間仕切 （２０．２．３）２

・なし

・あり ・あり

遮音性能

（　　） ・なし

防火性能

遮音性能 表面材 表面仕上げ

・一般タイプ

※鋼板

※鋼板

厚さ（ｍｍ）

・遮音タイプ ・焼付け塗装

・壁紙張り

・焼付け塗装

・壁紙張り

　（３６ｄｂ以上）

・手動式　　　・電動式

・手動式　　　・電動式

・部分電動式

・部分電動式

操作方法

移動間仕切

　表面仕上げの壁紙張りの品質は１９章内装工事による

　遮音性能はＪＩＳ　Ａ　６５１２の遮音試験に準拠する

（２０．２．４）３

トイレブース

階段滑止め

　　　　　　　・ポリエステル樹脂系化粧板

　　　　　　両端フラットエンド　※有り（・ステンレス製　※ビニル製）　・無し

材　　種　　ステンレスＳＵＳ３０４

取付け工法　※接着工法　・埋込み工法

幅（ｍｍ）　約３５

（２０．２．５）

（２０．２．６）

４

５

　　　　　　　・メラミン樹脂系化粧板（標準色　アルミ製コーナーエッジ付き）

足形状　　　　・図示

表面仕上げ材　・図示

　　　　　　　※幅木型　・足金物型

形　　状　　・ビニルタイヤ入り　　・ビニルタイヤ無し

※集成材クリアラッカー仕上げ

種　　別 施工箇所階段手すり６

・ビニル製ハンドレール（0-40M)

　（市販品　径　約３８ｍｍ）

※４０

９．５（準不燃）　

・図示による

階段

モルタル　※B種（１部A種）

既設合せ

・図示

・１００

（改修部）

階段

遮炎・遮煙

遮炎・遮煙

　　　　　　　　・保証書提出（2年）

・併用

・図示

・９．５（不燃）

・１２．５（不燃）

・視覚障害者用単層ビニル床タイル ＴＴ 7

・図示

・ 12（不燃）

　・レバーハンドルは記入無き以外 LA50ST とする

・図示

・図示

・図示

　・ 窯業系防火サイディング

・清掃・消毒

・取り外し+清掃，消毒+再取付

・図示

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ４

建築工事特記仕様書(3） 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



１

※行う　・行わない

※現場発生土の良質土　　　　　・客土（※畑土　・黒土）

２０

ユ
ニ
ッ
ト
及
び
そ
の
他
の
工
事

色　彩種　類 備　　考

※ほうろう

※焼付け

　ボード

・ホワイト

・黒板 ※緑　・黒

※緑　・黒

※白

形　式 スラットの材質

・クロススラット

・アルミスラット

※横型

・縦型

・操作棒式

施工箇所 備　　考
電動 手引

装　　置

ひも引

装　置

電動引分

形　式

手引
ひだの種類 備　　考

・１本操作コード

・２本操作コード

※２５

・１００

・８０

スラットの幅（ｍｍ）

※ギヤ式　　・コード式

種　類

黒板及び

　ホワイトボード

表示標識

ロールスクリーン

カーテン

ブラインド

煙突用成形ライニング

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図による。

表示標識、案内用図記号についてはＪＩＳ　Ｚ　８２１０による

衝突防止表示　

・煙突用成形ライニング材

・キャスタブル耐火材

　最高使用温度　　※６５０℃　　・４００℃

　工　　法　　　　※こて押さえ

　最高使用温度　　※４００℃

寸法（ｍｍ）　　・図示　

厚さ（ｍｍ）　　※５　　　　

　　※図示（市販品　※ステンレス製　径約３０ｍｍ　　・　　　　　　）

　　（・両面　・片面）

　　・無し

防炎性能　※有り

（２０．２．８）

（２０．２．１０）

（２０．２．９）

（２０．２．１１）

（２０．２．１２）

（２０．２．１３）

（２０．２．１４）

鏡

９

１０

１２

１３

１１

８

７

寸法（ｍｍ）

・回転降下式

・垂直降下式

　（巻取り型）

鋼板製又はアルミ製

（不燃認定品）

※不燃布

　※天井材張り

　・可動式（天井収納型）

　※固定式（壁埋込型）

表面仕上げ

ガイドレール

種　　類 材　　質 備　　考

※５００

※５００

・８００

・８００

高さ（ｍｍ）

・線入り磨板ガラス

※網入り磨板ガラス アルミ製枠付き※５００

材　　質 備　　考高さ（ｍｍ）厚さ（ｍｍ）

※６．８

防煙垂れ壁

視覚障害者用床タイル

（誘導用及び

　　注意喚起用床材）

・可動式

　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋込型）

・固定式

色彩は黄色を原則とする

ブロックパターンはＪＩＳ　Ｔ　９２５１による （１９．２．２）２７

２６

屋　内　※塩化ビニル製　　　　　・磁器又はせっ器質タイル（※３００　・１５０）

　　　　・レジンコンクリート製

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※平面　・曲面　・スクリーン付引分

※アルミ枠　・木枠

※アルミ枠　・木枠

性　　能施工箇所
片引

※アルミニウム合金製

旗竿受金物

固定方法　　・埋込式　・ベース式　・バンド式

操作方法　　※ハンドル式　・ロープ式

形　　式　　※テーパー型　・同一断面型

製造所

地上高さ（ｍ）　・６　・８　・１０　・１２

２９

旗竿 材　　質　　※アルミニウム合金製２８

材　種　ステンレス製ＳＵＳ３０４

フェンス３０

・ジョイント金物

エキスパンション

家具

材質　・アルミ　・ステンレス

耐火性能　　　　・有り（　　　　）　・無し

防水型　※適用する　　・適用しない

クリアランス　　・５０　・１００　・１５０　

材質

ホルムアルデヒドの放散量　　　※規制対象外　　・第三種

３３

３４

建築物緑化 屋上緑化システム

・管理方法による区分　　・省管理型　　　

　質量の上限値　　　（　　　　　　）　ｋｇ／ｍ

　かん水装置　　　　・設ける（工事区分は図示）

　透水層、保水層及び排水層等

　耐荷重性能

　耐根層の材料

　合成樹脂耐根シート（厚さ３ｍｍ以上）又は抗根性剤とする（耐根性能の実績を有すること）

　植込み用土　　製造所の仕様による

　植栽の種類　　製造所の指定するものとする

・管理方法による区分　　・管理型　　　

　　保水層及び排水層の鉛直方向の排水性能：２４０ｌ／ｍ　・ｈ以上

　　省管理型：３×１０　Ｎ／ｍ　以上の載荷重で異常のないこと。

２

２

２４

Ｇ

３６

３５

屋外掲示板

車止め支柱

照明器具　※有り　・無し

施　　錠　※有り　・無し

製造所

　　　　　　　　　　　　　　　　　※スプリング付　　・スプリング無し

※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径１１４．３ｍｍ　ｔ＝２．５ｍｍ　Ｈ＝ＧＬ＋７００ｍｍ

３１

３２

・ビニル被覆エキスパンドフェンス

屋　外　※レジンコンクリート製　・磁器又はせっ器質タイル（※３００　・１５０）

方　向 タイプ 防水性能耐火性能

・水平方向

目地材

※完全（全貫通型）スリット　

シーリング材（見え掛かりのみ）

・耐火型

・非耐火型

・有り

・無し

シーリング材（内外とも）

※２０×１０　　 ※２０×１０　　目地寸法（ｍｍ）

目　地 内壁（幅×深さ） 外壁（幅×深さ）

カーテンレール

ブラインドボックス

及びカーテンボックス

耐震スリット

止水板

・市販品（アルミニウム製　押出し型材）

　　色彩　　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ブラウン系　・ブラック　・ステンカラー）

寸　法

製造所

形　状　　・据置式　　・壁張り式　　・差込式

　　溝幅×深さ（ｍｍ）　・９０×１５０　※１２０×８０　・１２０×１５０　・１５０×８０　・　

（２０．２．１４）１４

１５

１６

１７

水平荷重Ⅰ又は水平荷重Ⅱ

・鋼製物品棚

・鋼製書架

種　類 規格等 耐荷重による種類

※１種　・２種　・３種ＪＩＳ　Ｓ　１０４０の規格による

ＪＩＳ　Ｓ　１０３９の規格による

かぎ箱

鋼製書架及び物品棚

天井点検口

床点検口

２１

２０

１８

１９

形　式　・片引き　　・引分け（※暗幕用は３００ｍｍ以上の召合せの重掛けとする）

・図示（集成材（120×100×25 SOP塗り）

・垂直方向

・樹脂塗装メッシュフェンス

材　種　※アルミニウム製　　・ステンレス製 （Ｗ）

消火器・消火器ボックス ・消火器　　　　　ＡＢＣ１０型　（ 1 ）本

形　式　・２０組用　・６０組用　・１２０組用　・４０組用

種　類

・つり戸棚

・水切り棚

・コンロ台

※１２００

※１２００

※１２００

・１５００

※６００ ・７００

・１８００

規格・品質等適用内容

※市販品

バックガード　※有り

ステンレス製　※１段式

寸法（Ｌ＝　ｍｍ）

・９００

屋内掲示板

くつふきマット

流し台ユニット他

材　質　・塩化ビニル製（コイル状　ステンレス製受枠）　　・ビニル製（ステンレス製受枠）

市販品

　　　　・硬質アルミニウム製（受枠とも）　　・ステンレス製（受枠とも）

２４

２２

２３

枠の材質　　※アルミニウム製　　　　・木枠

枠塗装　　　・ＳＯＰ　　　　　　　　・ＣＬ　　　　　　　

表面の材質　※塩ビ発泡シート張り　　・掲示板用クロス　　

押縁　　　　・無　　　　　　　　　　・有

木胴縁組　縦＠９１０横＠４５０以下　ラワン合板Ｔ２＜５．５＞

洗面カウンター 材　　　　　種 ・メラミン樹脂化粧板張り（心材：集成材）　　・人工大理石　　・図示

・約４５０　　・約６００　　・図示

２５

奥行き（ｍｍ）

ＵＰ

・流し台

・図示

・１４００ ・１５００

市販品

　　　　・携帯用　　・固定用　　・携帯、固定兼用 （固定位置は監督員の指定する場所とする）

材　質　※アルミニウム製（※額縁タイプ　　・目地タイプ）　　・４５０角　　・６００角

材　質　※アルミニウム製　・ステンレス製（受け枠　※アルミ製　　・ステンレス製）　※６００角

形状・寸法　　　　※図示による

・消火器ボックス（スタンド共）（ 1　）箇所

トラップ付き ＢＬ製品
又はＢＬに準ずる仕様、
ＢＬ同等品

※顔料混入加熱アスファルト混合物※無し　・有り

※無し　・有り・カラー舗装

※アスファルト舗装

※一般地域区分

表層

基層

・細粒度アスファルト混合物（１３）

※密粒度アスファルト混合物（１３）

・粗粒度アスファルト混合物（２０）

・寒冷地域

・細粒度ギャップアスファルト混合物（１３Ｆ）

※密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

舗装の種類 車道部の基層 カラー舗装の種類

２２ 盛り土に用いる材料

遮断層及び凍上抑制層

の材料

路床土の支持力比試験

路床締固め度の試験

路盤材料

路床安定処理

アスファルト舗装

コンクリート舗装

透水性舗装

Ｇ

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

・遮断層　　　　　※川砂、海砂又良質な山砂　　

・凍上抑制層　　　※再生クラッシャラン　・クラッシャラン　切り込み砂利　　・砂

　　　　　　　　　厚さは図示

　　　　　　　　　厚さは図示

※行う（※乱した土　・乱さない土）

※行う

　透水性アスファルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

※再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

・クラッシャラン（Ｃ－４０）又はクラッシャランスラグ（ＣＳ－４０）

　添加量　　　　ｋｇ／ｍ　（目標ＣＢＲ　※５以上　・　　　　）

※添加材料による安定処理

　　　　　・生石灰（　　　　　　　）　　・消石灰（　　　　　　　　）

　種類　　・普通ポルトランドセメント　　・フライアッシュセメントＢ種

３

カラー舗装の着色骨材　　・有色骨材（焼成）　　・着色骨材（樹脂被覆）

加熱アスファルト混合物の種類

アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト

シールコート　　※行わない　　　・行う（施工範囲：　　　　　　　　　　）　

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　　・行う　

厚さ試験　　　　　※行わない　　　・行う　

溶接金網　　　　　※有り　　　　　・無し　

注入材料　　　　　※低弾性タイプ　・高弾性タイプ　

早強セメント　　　※使用しない　　・使用する　

アスファルト混合物の抽出試験　※行わない　・行う

Ｇ

（２２．２．３）（表３．２．１）

（２２．２．２～３）

（２２．２．２～３）（表２２．２．２）

（２２．２．５）

（２２．２．５）

（２２．３．３）

（２２．４．２）（表２２．４．１）

（２２．４．３）

（２２．４．４）（表２２．４．６）

（２２．４．６）

（２２．４．５）

（２２．５．３）

（２２．５．３）（表２２．５．３）

（２２．５．３～４）

（２２．５．６）

（２２．６．６）（２２．４．６）

舗
装
工
事

１

２

４

５

６

３

７

８

９

Ｂ形（ゴム接合）※遠心力鉄筋コンクリート管

管形状（接合方法）材　　種 管の種類

※外圧管（※１種　・２種）

・水封形　　　　　　　　　　・密閉形（テーパー・パッキン式）

・簡易気密形（パッキン式）　・中ふた付密閉形

適用荷重種　　類

・鋼製

・ステンレス製 ※平形　　

※凹凸形　　

・凹凸形　　

・Ｔ－１４用

上面形状

・Ｔ－２０用

・Ｔ－２用

・Ｔ－６用

・かさ上げ用ボルト固定

　・図示

　※無し

・溝ふた用

・桝ふた用

※受枠付き ・歩行用

・Ｔ－１４用

・Ｔ－２用

・Ｔ－６用

種　類形　式 適用荷重

・Ｕ字溝用

・Ｔ－２０用

材　質 メンバーピッチ

※細目　　

※普通目

・硬質塩化ビニル管 ※ＶＰ　　・ＶＵ

・排水用リサイクル硬質塩化ビニル管 ・ＲＥＰ－ＶＵ

２１ 排水管

排水桝及びふた

埋戻し土

浸透管及び浸透桝

排水管用材料

車道部の排水管の敷設

鋳鉄製マンホールふた

グレーチングふた

※Ｂ種　　

製造所

　　　・砂基礎（地業厚さ２０ｃｍ以上　材料　山砂の類）

　　　※図示

（２１．２．１）（表２１．２．１）（２１．３．３）

（２１．３．１）（２１．３．３）

（２１．２．２）

（２１．２．２）

（２１．２．３）（表３．２．１）

排
水
工
事

１

２

３

４

Ｇ

・細目

適用時期 種　　類

下記以外

冬期

ＰＫＲ－Ｔ１

ＰＫＲ－Ｔ２

排水性舗装 アスファルト混合物

　・改質アスファルトⅠ型　　※改質アスファルトⅡ型

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類

アスファルト混合物の抽出試験　　※行わない　　・行う　

（２２．７．３）（表２２．７．２）

（２２．７．３）（表２２．７．３）

（２２．７．６）

１０

支柱材

幹巻き用材料

芝張り

バークたい肥

発酵下水汚泥コンポスト

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（Ｃ／Ｎ比）

　陽イオン交換容量（乾物）

　ｐＨ

　水分

　幼植物試験の結果

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　加里全量（現物）

　ひ素

　カドミウム

　水銀

　ニッケル

　クロム

　鉛

　有機物の含有量（乾物）

　炭素窒素比（Ｃ／Ｎ比）

　ｐＨ

　水分

　窒素全量（現物）

　りん酸全量（現物）

　アルカリ分（現物）

※幹巻き用テープ　・わら及びこも

種類　・こうらい芝　　・野芝

※杉の焼丸太（間伐材）　　　　・真竹

　したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

　「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第一の基準に適合する原料を使用

：０．００５％以下

：０．０００５％以下

：０．０００２％以下

：０．０３％以下

：０．０５％以下

：０．０１％以下

：３５％以上

：８．５以下

：２０以下

：５０％以下

：０．８％以上

：１．０％以上

：１５％以下

：７０％以上

：３５以下

：７０ｍｅｑ／１００ｇ以上

：５．５～７．５

：５５～６５％

：０．５％以上

：０．２％以下

：０．１％以上

：生育阻害その他の異常を認めない

Ｇ （２３．３．２）

（２３．３．２）

（２３．４．２）

４

５

６

植込み用土

土壌改良材 Ｇ （２３．２．３～４）

（２３．２．３）２

３

　ただし、低木は植栽範囲

・図示

・葉張りの範囲

・Ｃ種

・Ｂ種

・Ｄ種

※Ａ種・１２以上

・７超～１２未満

・３超～７以下

※１００　　

※５０　　　

※６０　　　

※８０　　　

整備範囲樹木の樹高（ｍ） 工　法有効土層の厚さ（ｃｍ）

適　用 工　法有効土層の厚さ（ｃｍ） 整備範囲

※２０　　 ※Ｂ種　　 ※植栽範囲　　・図示

２３ 樹木の植栽基盤整備

樹木

芝及び地被類 （２３．２．２～３）（表２３．２．１～２）

（２３．２．２～３）（表２３．２．１～２）

植
栽
工
事

セメント

品　　質　　・　　性　　能項　　　目

使用上有害なきず、ひびわれ、欠け、変形等がない。

着色材料

混和材料

骨材

外観

透水性タイプ

植生用タイプ

普通タイプ

普通タイプ

透水性タイプ

植生用タイプ

透水性タイプ

透水性タイプ

普通タイプ

長　　さ 幅 厚　　さ

※コンクリート舗装

・アスファルト舗装

※うろこ張り

種　　類 基　層

±３

±３

±３

±３

±３

±３

±３

±３

＋５～－１

※８０～１００　・　

寸法許容差（ｍｍ）

厚さ（ｍｍ）

圧縮強度（Ｎ／ｍｍ　）

曲げ強度（Ｎ／ｍｍ　）

透水係数（ｃｍ／ｓｅｃ）

インターロッキングブロックの品質に有害な影響を及ぼさない。

清浄、強硬、耐久性で、適当な粒度をもち、ごみ、泥、有機物、薄

い石片、細長の石片を含んでいない。

無機質材料を用い、耐候性に優れ、かつインターロッキングブロッ

クの品質及び環境上有害な影響を及ぼさない。

※小舗石（花こう岩）　　

・１種

・１種

・３種１号

常温

加熱

溶融

液状

粉体状

※白 ※１５０ 塗料総質量に対して

５％以下

施工方法

種類 施工 色 幅（ｍｍ） 布厚さ（ｍｍ）適用

※１．０

５．０以上

３．０以上

４．０以上

３２．０以上

１７．０以上

１×１０　　以上－２

Ｇ

Ｇ

路面標示用塗料

・舗石舗装

ＪＩＳ　Ｋ　５６６５（路面標示用塗料）による

インターロッキングブロック

（２２．８．２～３）

ト、白色ポルトランドセメントとする。

ＪＩＳ　Ｒ　５２１０ポルトランドセメント、ＪＩＳ　Ｒ　５２１１高炉セメント、

ＪＩＳ　Ｒ　５２１２シリカセメント、ＪＩＳ　Ｒ　５２１３フライアッシュセメン

揮発性有機溶剤の含有率

１２

材
　
　
　
料

２

２

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計画地盤高からを有効土層と

する。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

※普通平板（Ｎ）　・カラー平板（Ｃ）

・洗出平板（Ｗ）　・擬石平板（Ｓ） ・モルタル

※砂　　

目地材種　　類

・誘導、注意喚起用ブロック

・透水性ブロック

※標準品

種　　類

※３００角 ※６０

歩道部　※６０　・　

車道部　※８０　・　

※８０　・１００

寸法（ｍｍ） 厚さ（ｍｍ）

厚さ（ｍｍ）

ブロック系舗装 ・コンクリート平板舗装

・インターロッキングブロック舗装

（２２．８．２～３）

（２２．８．２～３）

・植生ブロック

※標準ブロック

色彩及び表面加工、目地等

・誘導、注意喚起用は黄色系とする

※適用する　　　　　施工箇所　※植栽範囲　　・図示

※砂目地つめ　　・モルタル目地つめ

１１

・３以下

・ガードフェンス（アクリル系樹脂静電粉体塗装）

・図示による

・シルキーS(タチカワ同等品）

・暗幕（ミュンヘンS(サンゲツ同等品） ・カーテン(ｾﾗﾍﾟｰG（ｼﾝｺｰﾙ同等品））

1200×900（行事用）

・取付位置は打合わせによる

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・構造図を優先する

・全埋タイプ（　　）箇所 ・ KS-FEF101（内部）

・図示

・図示

・図示

KB-20E(大建プラスチック同等品）

・ストレートラインマット　7mm（ミズシマ同等品）

・フレッシュマット　7mm（ミズシマ同等品）

・図示

・図示

郵便受３７ ・ KS-MB501S-L-MG（ｷｮｰﾜﾅｽﾀ同等品）

50×200×5　ｱｸﾘﾙ板　支持金物 ・ ｽﾃﾝﾚｽ　ｼﾙｸ印刷３８ 室名札

150×150×5　ｱｸﾘﾙ板　支持金物・ｽﾃﾝﾚｽ　ｼﾙｸ印刷ピクトサイン

・各室　1ｹ所

・図示

・屋外用ボックス（ 1　）箇所

・図示

・ 清掃・消毒

・ 取外し+清掃+再取付

クリーンロッカー３９ 455×515×1790　CLK-Z35(コクヨ）同等品　既設撤去処分共

・ 清掃

・ 清掃

・ 清掃

・清掃・消毒

・清掃・消毒

乾燥塔４０ ・ 図示（位置は打ち合わせによる）

・既設品、移設再利用

・ ・

　・図示　

守衛室 〇 1.5

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ５

建築工事特記仕様書(4) 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図
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玄関
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ﾋﾟｯﾄ

旧機械室

床の間

倉庫

階段

押入

踏込

研修室

事務室

事務室

会議室

倉庫

創作室

廊下
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実習室

屋外階段

20Ф
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UP

DNﾎｰﾙ

玄関

ﾎﾟｰﾁ

足洗

ﾋﾟｯﾄ

床の間

倉庫

階段

押入

踏込

相談室

倉庫

廊下

LPG

女子便所

男子便所

ｽﾛｰﾌﾟ

PS

多目的便所
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屋外階段

20Ф

会議室

(申告・期日前投票)

職 基市道 職 中山職 基市道 職 中山

職職

職職

ﾚｼﾞ

職 後 戸 基

ﾚｼﾞ

職 後 戸 基

職 基 マ

印刷機
住民票
各種証明書

マ職 基 マ

印刷機
住民票
各種証明書

マ

職 水

基

印刷機職 水

基

印刷機

職 水職 水

職職職職 職職

改修後　改修前　

事務室・1
事務室・2

守衛室

ﾀﾀﾐ

旧機械室

M-11Φ3W100V

M-23Φ3W200V

M-11Φ3W100V

M-23Φ3W200V

防災盤 防災盤

ｶｳﾝﾀｰ

各種盤 各種盤

≒1100

扉撤去

木間仕切り壁撤去

窓下戸棚撤去

扉撤去

木製窓撤去

流し台撤去(配管共)

土間ｺﾝ斫り+給排水配管ﾌﾟﾗｸﾞ止め

撤去跡補修

流し台撤去(配管共)

給排水管撤去(床露出配管)

空調機新設

間仕切り壁新設

WD新設ﾀﾀﾐt=55

根太ﾌｫｰﾑt=80

框集成材135*50 

ｺﾝｾﾝﾄ増設

床全面長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼り

その他電気設備は別図

3方枠集成材

ﾌﾞﾚｰｶｰ共
分電盤増設

枠新設集成材

既設再用

既設再用

床前面長尺塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼り

ｺﾝｾﾝﾄ増設

木製W=100+胴縁

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

EP-G塗り

上部壁新設

夜間専用ｲﾝﾀｰﾎﾝ新設(位置は打合せによる)

木間仕切り壁撤去

床全面ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=7貼り

ｽﾃﾝﾚへの字押え

ｶｰﾃﾝ・V吊りﾚｰﾙ

壁改修

壁改修

壁改修

梶福振興協議会

本西振興協議会

ｽｲｯﾁ類移設

1800

2
5
5
0

≒
26
0
0(
現
場
合
せ
)

3方枠集成材

その他電気設備は別図参照

ｺﾝｾﾝﾄ増設

その他電気設備は別図参照

ｺﾝｾﾝﾄ増設
その他電気設備は別図

ｺﾝｾﾝﾄ増設
その他電気設備は別図

床全面ﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄt=7貼り

扉撤去・壁新設

土間ｺﾝ斫り+ｶﾞｽ配管ﾌﾟﾗｸﾞ止め

扉撤去

室名札新設
突出8か所

ｶｳﾝﾀｰ撤去

凡例

LPG

給排

給排

転ばし配管 転ばし配管

LPG

電 給排

撤去跡穴塞ぎ

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ６

１ 階 平 面 図 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図

S＝1/100



改修後　改修前　

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

DN

ﾎｰﾙ

階段室
女子便所

男子便所

研修室

湯沸室

踏込

押入

床間

踏込

押入

床間

ﾊﾞﾙｺﾆｰ
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2階平面図　Ｓ=1/100
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屋外階段

瞬間湯沸器

研修室

1 2 3

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

DN

大会議室

ﾎｰﾙ

階段室
女子便所

男子便所

自治連事務所

湯沸室

踏込

押入

床間

踏込

押入 ﾊﾞﾙｺﾆｰ

物入 物入 物入

DN

12000

4200 7800
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0

72
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屋外階段

瞬間湯沸器

広域商工会

1 2 3

事務室

ｴｱｺﾝ新設

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ取付

ｼﾙｷｰ25幅

窓寸法

2
0
50

9
00

1600 770

70

床・既設ﾀﾀﾐ及び板ﾀﾀﾐの上にｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

ｺﾝｾﾝﾄ増設

壁掛けAC・既設のまま

その他電気設備は別図参照

大会議室

ﾊﾟﾈﾙ取付

床・既設ﾀﾀﾐ及び板ﾀﾀﾐの上にｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

室名札新設
平付2　突出2

室名札新設
平付2　突出2

凡例

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ７

2 階 平 面 図 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図

S＝1/100
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踏込
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屋外階段

20Ф

UP
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DNﾎｰﾙ

玄関

ﾎﾟｰﾁ

足洗

ﾋﾟｯﾄ

床の間

倉庫

階段

押入

踏込

倉庫

廊下

LPG

女子便所

男子便所

ｽﾛｰﾌﾟ

PS

多目的便所
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4200 7800
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1 2 3

A

D

B

C

7
2
00

A

D

B

C

屋外階段

20Ф

会議室

(申告・期日前投票)

改修後　改修前　

事務室・1
事務室・2

守衛室

ﾀﾀﾐ

旧機械室

M-11Φ3W100V

M-23Φ3W200V

M-11Φ3W100V

M-23Φ3W200V

防災盤

≒1100

各種盤

①

①

①

①

①

①

①

②

②

②

梶福振興協議会

本西振興協議会

③

記号

①

②

③

④

⑤

⑪

⑫

仕上げ(改修前) 記号

人造石研出し真鍮目地棒入

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り　転ばし根太組　

化粧ﾍﾞﾆﾔ板張り

⑬

⑭

⑮

木製化粧ﾌﾛｱｰt=12　上張り　不陸調整

既設畳の上にｶｰﾍﾟｯﾄ敷きt=7.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼り　t=2.0

畳敷き　座板張り

既設の上にﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷きt=7.0 

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼り替え　t=2.0

ｽﾃﾝﾚｽ　への字押え

相談室

⑳ 既設のまま

⑪

⑪

⑫

⑫

⑫

①

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑮

⑳

⑳
⑳

⑳

⑳

⑳

⑯ ﾀﾀﾐ敷t=55  根太ﾌｫｰﾑt=80

⑯

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

ﾍﾞﾆﾔ板張り

⑥

⑦

⑥

⑦

⑥

⑳

⑳

⑳

⑳

4200 3600 4200

12000

1階平面図　Ｓ=1/100

1 2 3

仕上げ(改修後)

窓下戸棚撤去跡

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

⑳

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ８

１ 階 床 伏 図 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図

S＝1/100



改修後　改修前　

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

DN

ﾎｰﾙ

階段室
女子便所

男子便所

研修室

湯沸室

踏込

床間

踏込

押入

床間

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

物入 物入 物入

DN

屋外階段

瞬間湯沸器

研修室

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

DN

大会議室

ﾎｰﾙ

階段室
女子便所

男子便所

自治連事務所
湯沸室

踏込

押入

床間

踏込

押入 ﾊﾞﾙｺﾆｰ

物入 物入 物入
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屋外階段

瞬間湯沸器

広域商工会

1 2 3

大会議室

2階　伏図　Ｓ=1/100
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1 2 3

2階　伏図　Ｓ=1/100

3
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4200

④④

②

⑦
押入

⑦

⑤ ⑤

⑤
⑤

⑥⑥

②

②

②②

⑳

⑭ ⑳

⑳

⑳

⑳ ⑳
⑳

⑳

⑳

⑳⑳

⑳②

記号

①

②

③

④

⑤

⑪

⑫

仕上げ(改修前) 記号

人造石研出し真鍮目地棒入

ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り　転ばし根太組　

化粧ﾍﾞﾆﾔ板張り

⑬

⑭

⑮

木製化粧ﾌﾛｱｰt=12　上張り　不陸調整

既設畳の上にｶｰﾍﾟｯﾄ敷きt=7.0

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼り　t=2.0

畳敷き　座板張り

既設の上にﾀｲﾙｶｰﾍﾟｯﾄ敷きt=7.0 

長尺塩ﾋﾞｼｰﾄ貼り替え　t=2.0

ｽﾃﾝﾚｽ　への字押え

⑳ 既設のまま

⑯ ﾀﾀﾐ敷t=55  根太ﾌｫｰﾑt=80ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え

ﾍﾞﾆﾔ板張り

⑥

⑦

仕上げ(改修後)

⑳

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ９

2 階 床 伏 図 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図
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DNﾎｰﾙ
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足洗

ﾋﾟｯﾄ

旧機械室

床の間

倉庫

階段

押入

踏込

研修室

梶福振興協議会

会議室

倉庫

創作室
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実習室

屋外階段
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DNﾎｰﾙ

玄関

ﾎﾟｰﾁ

足洗

ﾋﾟｯﾄ

床の間

倉庫

階段

押入

踏込

相談室

倉庫

廊下

LPG

女子便所

男子便所

ｽﾛｰﾌﾟ

PS

多目的便所
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屋外階段

20Ф

会議室

(申告・期日前投票)

職 基市道 職 中山職 基市道 職 中山

職職

職職

ﾚｼﾞ

職 後 戸 基

ﾚｼﾞ

職 後 戸 基

職 基 マ

印刷機
住民票
各種証明書

マ職 基 マ

印刷機
住民票
各種証明書

マ

職 水

基

印刷機職 水

基

印刷機

職 水職 水

職職職職 職職

改修後　改修前　

事務室・1
事務室・2

守衛室

ﾀﾀﾐ

旧機械室

M-11Φ3W100V

M-23Φ3W200V

M-11Φ3W100V

M-23Φ3W200V

防災盤 防災盤

≒1100

ｶｳﾝﾀｰ

各種盤 各種盤

SW

1

AW

1AK

AW

1K

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WD

7K
WD

3

WD

4K

WD

4

WD

1K

WD

5

SW

1A

SD

4

WD

8

WD

11

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
取
替

事務室

本西振興協議会

事務室

新設

AW

1K

SD

4

凡例

ｱﾙﾐ製天井点検口450角

本工事に於いて取付けとする

位置は打合せによる

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ

ﾌ
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ﾞ
再
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用

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
再
利
用

ﾌ
ﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
再
利
用

SW

1A

SW

1

AW

1AK

既設

既設

既設

改修

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WD

3

WD

4K

既設既設

既設

既設

既設

既設

WD

7K

既設

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 10

１階建具配置図　天井点検口 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図
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改修後　改修前　

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

DN

ﾎｰﾙ

階段室
女子便所

男子便所

研修室

湯沸室

踏込

押入

床間

踏込

押入

床間

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

物入 物入 物入

DN

屋外階段

瞬間湯沸器

研修室

ﾊﾞﾙｺﾆｰ ﾊﾞﾙｺﾆｰ

ﾊﾞﾙｺﾆｰ

DN

大会議室

ﾎｰﾙ

階段室
女子便所

男子便所

自治連事務所

湯沸室
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屋外階段

瞬間湯沸器

広域商工会

1 2 3

事務室
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2階平面図　Ｓ=1/100
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2階平面図　Ｓ=1/100
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SD
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ｲ
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ﾄ
ﾞ
新
設

SD

7

凡例

ｱﾙﾐ製天井点検口450角

本工事に於いて取付けとする

位置は打合せによる

WD

7 WD

7

WD

4

WD

4

WD

9

WD

WD

11

改修
9

既設

既設

既設
既設

既設

既設既設

SD

6

既設

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 11

2階建具配置図　天井点検口 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図
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記号　　　数量

姿　　図

型　　　　式

取  付  場  所

枠見込　仕上

硝      　　子

建  具  金  物

備　      　考

建　具　リ　ス　ト　1

記号　　　数量

姿　　図

型　　　　式

取  付  場  所

枠見込　仕上

硝      　　子

建  具  金  物

備　      　考

備　      　考

建  具  金  物

硝      　　子

枠見込　仕上

取  付  場  所

型　　　　式

姿　　図

記号　　　数量

ﾒｰｶｰ標準金物一式

ﾒｰｶｰ標準金物一式 ﾒｰｶｰ標準金物一式

FIX　、引違い連窓

ﾒｰｶｰ標準金物一式

SW

1

ﾒｰｶｰ標準金物一式

FF F

F

SW

1A

F

AD

80　スチールSOP

ﾒｰｶｰ標準金物一式 ﾒｰｶｰ標準金物一式

F

SD

4

F

740 1600

70 70

6560

1600

70

1600

70

740

1
8
50

740 1600

70 70

1600

6560

70

1600

70

740

1
8
50

6
5
0

1
0
0

1
9
0
0

740 1600

70

1600

70
6560

70

1600 740

70

1
8
50

80　スチールSOP

80　スチールSOP

FIX、引違い連窓、ｱﾙﾐ片開き戸ﾄﾞｱ

FIX、引違い窓、中抜き両開きﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

１階　会議室

透明t=3

ｸﾚｾﾝﾄ・水切り・ｱﾝｸﾞﾙ・可動網戸

１階　創作室・実習室

透明t=3

ｸﾚｾﾝﾄ・水切り・ｱﾝｸﾞﾙ・可動網戸・ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠

ﾒｰｶｰ標準金物一式 ﾒｰｶｰ標準金物一式

１階　実習室・研修室

透明t=3

握り玉ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・DC・ﾌﾗﾝｽ落し

ｸﾚｾﾝﾄ・水切り・ｱﾝｸﾞﾙ・可動網戸

ﾒｰｶｰ標準金物一式

F

ﾒｰｶｰ標準金物一式

ﾒｰｶｰ標準金物一式

ﾒｰｶｰ標準金物一式

ﾒｰｶｰ標準金物一式

SD

6

80　SOP 80　SOP

9
00

1
05
0

8
5
0

2
0
5
0

9
00

1
0
0

1
90
0

1600

70

1600

70

1600

F F

FF

SD

7

F

F

1600

70

705

2375

9
0
0

29
0
0

1
0
0

1
9
0
0

1
0
0

4940

FIX、引違い連段窓

ﾒｰｶｰ標準金物一式

２階　ﾎｰﾙ・研修室

透明t=3

ｸﾚｾﾝﾄ・水切り・ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ・可動網戸

FIX、引違い連段窓

２階　研修室

透明t=3

ｸﾚｾﾝﾄ・水切り・ｱﾝｸﾞﾙﾋﾟｰｽ・可動網戸

標準金物一式標準金物一式 標準金物一式

FIX・引違い連窓

70　ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

１階　本西振興協議会事務室

透明t=5

F F

685 1570

100 100

1570

100

6480

1570

100

685

1
75
5

FIX・引違い連窓

70　ｱﾙﾐｼﾙﾊﾞｰ

透明t=5

F F

1
75
5

6480

685

100

1570

100

1570

100

1570

100

685

▽
間仕切

ｶﾊﾞｰ工法にて取替え ｶﾊﾞｰ工法にて取替え

AW

1AK

AW

1K

１階　梶福振興協議会事務室

1ヶ所

40

片開きﾌﾗｯｼｭ戸

1階　宿直室～廊下

1
9
0
0

900

ﾌﾟﾘﾝﾄ合板(３方枠・集成材)

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・DC・戸当り・丁番・ｱﾙﾐ固定ｶﾞﾗﾘ他

D.CD.C

新設
WD

11

40

両開きﾌﾗｯｼｭ戸

１階　本西振興協議会事務室～廊下

WD

1K

ﾎﾟﾘ合板(小口部はOP塗装仕上げ)

1600

1
9
0
0

D.CD.C D.CD.C

40

両開きﾌﾗｯｼｭ戸

1階　会議室・創作室・実習室

WD

2

ﾎﾟﾘ合板(小口部はOP塗装仕上げ)

1600

1
9
00

D.CD.C D.CD.C

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・DC・戸当り・ﾌﾗﾝｽ落し・ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ

標準金物一式

40

片開きﾌﾗｯｼｭ戸

１階　梶福振興協議会事務室～廊下

1
9
0
0

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ錠・DC・丁番・戸当り・補強ﾌﾟﾚｰﾄ

900

ﾎﾟﾘ合板(小口部はOP塗装仕上げ)

既設3方枠・塗り替え(OP)

D.CD.C

標準金物一式

WD

4K

40

片開きﾌﾗｯｼｭ戸

１階　研修室～廊下

1
9
00

900

ﾎﾟﾘ合板(小口部はOP塗装仕上げ)

WD

3

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・DC・戸当り・ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ

D.CD.C

40

片開きﾌﾗｯｼｭ戸

２階　研修室～廊下

1
9
00

900

ﾎﾟﾘ合板(小口部はOP塗装仕上げ)

WD

4

ｼﾘﾝﾀﾞｰ錠・DC・戸当り・ﾋﾟﾎﾟｯﾄﾋﾝｼﾞ

D.CD.C

ﾒｰｶｰ標準金物一式

４枚引き違い戸襖

１階　研修室～実習室

WD

7

3500

引手・ﾚｰﾙ・戸車他

引き違い戸襖

２階　研修室～廊下

WD

8

桑縁　化粧合板・鳥の子紙

1700

1
8
0
0

引手・ﾚｰﾙ・戸車他

4
1
0

4
0

WD

5

引き違い戸襖

２階　研修室～廊下

1700

1
9
0
0

1
8
0
0

800

WD

9

片引き襖

２階　研修室～押入

桑縁　鳥の子紙

引手・ﾗｯﾁ・丁番他

4
0

6
6
0

1
2
00

改修

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=2.0に取替

本工事

既設のまま 既設のまま 既設のまま

改修

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=2.0に取替

本工事

改修

F

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=2.0に取替

本工事

撤去の上、間仕切り壁新設

既設のまま

撤去

既設のまま 既設のまま

既設のまま既設のまま既設のまま

１階１か所撤去　その他既設のまま

既設のまま

桑縁　化粧合板・鳥の子紙桑縁　化粧合板・鳥の子紙

１階　梶福振興協議会事務室～廊下

１階　梶福振興協議会事務室～本西振興協議会事務室

引き違い戸襖

１階　研修室～廊下

WD

7K

30　桑縁　鳥の子紙

1700

1
9
0
0

引手・ﾚｰﾙ・戸車他

既設のまま

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 12

建 具 リ ス ト 1 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図

S＝1/100



既設

既設
既設
F

3 C 3

戸襖撤去+枠残し+間仕切り壁新設

1
00

EP-G

ﾗﾜﾝ合板t=5.5

木間仕切り

100(現場合せ)*45@455

戸襖撤去+枠残し+間仕切り壁新設

1階事務室2 B

D

A C

⑳

⑳ ⑳

⑳

⑤

④

③

②

①

記号

⑦

⑥

⑧

EP-G塗り

変更後 変更前

ﾓﾙﾀﾙ塗り AEP塗り(たんぽ仕上)

EP-G塗り

EP-G塗り

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ塗り VP塗り

ﾓﾙﾀﾙ塗り ｻﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ吹付

SOP塗り

EP-G塗り

EP-G塗り

ﾍﾞﾆﾔ VP塗り(たんぽ仕上)

堅木 VP塗り

ﾍﾞﾆﾔ ｻﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ吹付

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ﾍﾞﾆﾔ ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

⑨ EP-G塗り 新設 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼り

記号 変更後

⑳ 既設のまま(清掃)

⑩ ｿﾌﾄ巾木H=100

塗装仕上げ面は下地処理を行う事

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ面はｸﾛｽを剥がし下地処理を行う事

ﾓﾙﾀﾙ面で塗装の剥がれいてる部分は完全に撤去する事

特記事項(各室共通)

F

F

F

F

①

① ① ①

② ② ② ②

④

④

④ ④

⑤ ⑤ ⑤

⑤

⑳ 既設
既設

⑳

建　具　リ　ス　ト　2

記号　　　数量

姿　　図

型　　　　式

取  付  場  所

枠見込　仕上

硝      　　子

建  具  金  物

備　      　考

記号　　　数量

ﾒｰｶｰ標準金物一式ﾒｰｶｰ標準金物一式 ﾒｰｶｰ標準金物一式

WD

10

４枚引き違い障子

２階　研修室

桑縁　和紙

3500

引手他

1
8
00

1
8
00

2400

WD

11

引き違い障子

２階　研修室

桑縁　和紙

引手他

既設のまま 既設のまま

2
65
0

6000360010956000

4695

26
50

集成材20*20

両側共

EP-G

ﾗﾜﾝ合板t=5.5

集成材20*20

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 13

1階・事務室2　展開図(改修前)　建具リスト2 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図
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WD

11

新設

窓・ｶｳﾝﾀｰ撤去→壁新設

ｻﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ吹付
ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ120

ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ

EP-G塗り

木間仕切り

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

撤去→新設壁

既設

既設既設

既設
既設

既設

3方枠新設・集成材

A

7200 7200 7200

ｼｰﾘﾝｸﾞ

ｼｰﾘﾝｸﾞ

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

GW100

間仕切り壁新設

145(現場合せ)*45@455

7200 7200 7200

BCD

A DB C

開放 窓・扉撤去

FF
F FF F

間仕切り壁撤去

窓下戸棚撤去+撤去跡・ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え+EP-G

巾木・ｿﾌﾄ巾木H=100

26
50

撤去跡・ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ補修+EP-G

黒板

1 2 2 1

A C

B

D

3方枠新設・集成材

廊下

21

A

建具枠新設・集成材

廊下

守衛室

WD

11

新設

ﾀﾀﾐt=55
根太ﾌｫｰﾑt=80

框集成材135*50 

ｻｯｼとの隙間処理

ｶｰﾃﾝ

V吊りｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

1
90
0

13
5

C

11

26
5
0

26
5
0

守衛室

1階事務室1

1階事務室1

1階事務室1 1階事務室1

守衛室

1階事務室1

撤去跡・ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ補修+EP-G

間仕切り壁新設

木W=100+PBt12.5+EP-G

C
H=
26
5
0

68
0
12
0

木間仕切りW=100

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5GW100

取合い部・吸音ﾃｯｸｽ張り

木野縁45*45@303

両面共

125

VB
VB VB

2550

50

501800

4200 420042004200

窓下戸棚撤去+撤去跡・ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ押え+EP-G

巾木・ｿﾌﾄ巾木H=100

⑤

④

③

②

①

記号

⑦

⑥

⑧

EP-G塗り

変更後 変更前

GW100

守衛室

廊下

守衛室事務室1

1
2.
5 1
0
0

1
2.
5 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

木壁100*45@455

既設のまま

守衛室

事務室1

GW100

GW100

3方枠新設・集成材SOP

間仕切り壁撤去跡・補修+EP-G

ﾓﾙﾀﾙ塗り AEP塗り(たんぽ仕上)

EP-G塗り

EP-G塗り

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ塗り VP塗り

ﾓﾙﾀﾙ塗り ｻﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ吹付

SOP塗り

EP-G塗り

EP-G塗り

ﾍﾞﾆﾔ VP塗り(たんぽ仕上)

堅木 VP塗り

ﾍﾞﾆﾔ ｻﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ吹付

EP-G塗り

ﾓﾙﾀﾙ　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

ﾍﾞﾆﾔ ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼り

⑨ EP-G塗り 新設 石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼り

⑳

100角ﾀｲﾙ

流し台

吊戸棚 ⑳

特記事項・各室共通

塗装仕上げ面は下地処理を行う事

ﾓﾙﾀﾙ面の一部塗装剥がれ有り

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ面は剥がしの上下地処理

記号 変更後

⑳ 既設のまま(清掃)

⑩ ｿﾌﾄ巾木H=100

塗装仕上げ面は下地処理を行う事

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ面はｸﾛｽを剥がし下地処理を行う事

ﾓﾙﾀﾙ面で塗装の剥がれいてる部分は完全に撤去する事

特記事項(各室共通)

間仕切り壁撤去

撤去跡・ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾃ補修+EP-G

ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙt=2.0取付

① ①

① ①

①

①
①

① ①

①

①

①

② ②②②②

② ② ② ② ②

②

②②

③ ③

③

②

④ ④

⑧ ⑧

⑤ ⑤ ⑤

②②②

⑤

②

⑦

⑦

⑨
⑨

⑩ ⑩

⑩ ⑩

⑳

⑳

⑳

⑳ ⑳ ⑳ ⑳

⑳

⑳

ｻﾝｸﾞﾚｰﾄﾞ吹付

EP-G塗り

EP-G塗り

EP-G塗り

EP-G塗り

EP-G塗り

③

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 14

1階・事務室1　守衛室　展開図(改修前) 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図
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南側面図　Ｓ=1/100

北側面図　Ｓ=1/100

東側面図　Ｓ=1/100

西側面図　Ｓ=1/100

5
79
1

11
35

3
00

3
75
0

7
35

79
50

3
45
0

45
0

▽GL

▽1FL

▽2FL

▽RFL

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 15

立面図（既設参考図） 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図
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8面 立面図 S:1/100

外　部　仕　上　表

犬走り

バルコニー

屋外階段

スラブ勾配打　均しモルタル下地　アスファルト防水層　リブラスモルタル

一般外壁

下地 下地 天井廻縁
床 巾　木 腰 壁 天　　井室　名 備　　　　　　　　　　考

下地

暗　室

ロビー

図書室

内　部　仕　上　表

館長室

床防水モルタル壁　軒裏スレート大平板貼　ＶＰ　手摺　スチールパイプＯＰ

天井高さ

鉄鋼建具　一部レディメイドＶＰ　一部網戸取付　膳板スチールＯＰ

屋根　モルタル防水　見付　カラーアルミ板貼　庇裏　カラーアルミスパンドレル貼
玄関庇

下地

モザイクタイル貼

モルタル塗り　ＶＰ

3.　家具の塗装は特記以外は全てOPとする

【概　要】

湯沸室

モルタル刷毛引目地切　セラスキン吹付　一部小口平タイル貼

事務室

1.　流し,手洗器廻りの腰は108角タイル貼とする

倉　庫

実習室

4． コンクリートブロック積みア100はＨ＝2500迄とし、それを超える場合はア120の下り壁を設ける

蹴上げ踏面モルタル塗り　ノンスリップタイル貼　手摺　鉄パイプOP

建具

畳敷　一部化粧ベニヤ板貼

サングレード吹付

2.　ＶＰ　ビニールペンキ塗り　ＡＥＰ　エマルジョンペンキ塗

ルーフドレン　鋳鉄製　竪樋　硬質ビニールパイプφ75ＶＰ

玄　関 人造石研出し真　目地切 一部小口平タイル貼　モルタル塗　サングレード吹付

モルタル塗り　AEP ベニヤ板貼　ＶＰ（たんぽ仕上）

棚

ランマ　3mm　ガラス　引違い

排水ピロット

柱型　庇見付　妻側壁コンクリート打放し（米栂仮枠）シリコン吹付

ビニールタイル貼

モザイクタイル貼

ビニールタイル　ノンスリップ貼

映写スクリーン　黒板　掲示板　バックスクリーン　物入

畳寄せ

高さ

一部108角タイル貼り

カラーアルミスパンドル貼

吸音テックス貼

プラスターボード貼AEP

モルタル塗

手摺　笠木　積層材　手摺子　角パイプVP

1階

屋　上
防水層立上り　水切り鉄板　＃26コーキング

2階

モルタル塗

ビニールタイル貼

ビニールタイル貼

畳敷　一部化粧ベニヤ板貼

人造石研出し真　目地切

竪樋

プロパン庫

その他

玄関上り段　人造石研出し　ノンスリップタイル貼　一般犬走り　モルタル塗り

配筋　タテヨコ共9Ｍ/Ｍ鉄筋＠300とする　本体より9Ｍ/Ｍ筋差筋接続とする

ブロック化粧積　Ｈ2200　屋根小波スレート葺　土間コンクリート打

旗竿　スチールパイプ製　滑車　ビニール紋付　ＶＰ

定礎石　ミカゲ石　300m×400m内外　文字彫込

舎名板　真鍮板加工ホワイトブロンズメッキ　200Ｍ角内外　8文字

屋上タラップ　ステンレス製　マンホールスチール製φ600

廊　下

物　入

機械室

研修室

便　所

階段室

大会議室

研修室

湯沸室

ロビー

ビニールタイル貼

ビニールタイル貼

人造石研出し真鍮目地切

モルタル塗り

モザイクタイル貼

モルタル塗

ビニールタイル貼

モザイクタイル貼

モルタル塗り一部カタギ　ＶＰ

モルタル塗り一部カタギ　ＶＰ

モルタル塗り一部カタギ　ＶＰ

モルタル塗り一部カタギ　ＶＰ

モルタル塗り一部カタギ　ＶＰ

モルタル塗り一部カタギ　ＶＰ

モルタル塗りVP 一部カタギ　ＶＰ

モルタル塗り　ＶＰ

モルタル塗り　ＶＰ

モルタル塗り　ＶＰ

畳寄せ

108角タイル貼り

108角タイル貼り

一部小口平タイル貼

108角タイル貼り

108角タイル貼り

モルタル塗　サングレード吹付　ベニヤ板貼　ＶＰ（たんぽ仕上）

化粧ベニヤ板貼

モルタル塗り　AEP 

モルタル塗り　AEP 

モルタル塗り　ベニヤ板貼　AEP 

ベニヤ板貼　ＶＰ　モルタル塗り　ＡＥＰ（たんぽ仕上）

モルタル塗り　ベニヤ板貼　サングレード吹付

モルタル塗り　AEP 

モルタル塗り

モルタル塗り　一部ベニヤ貼

モルタル塗りAEP ベニヤ下地AEP（たんぽ仕上）

サングレード吹付

サングレード吹付

サングレード吹付（一部寒冷地下地）

モルタル塗　AEP

吸音テックス貼

吸音テックス貼

ベニヤ下地クロス貼

吸音テックス貼

プラスターボード貼ＡＥＰ

プラスターボード貼ＡＥＰ

プラスターボード貼ＡＥＰ

杉貼杢底目地貼

モルタル刷毛引

吸音テックス

吸音テックス

吸音テックス

吸音テックス

杉貼杢底目地貼

プラスターボードAEP

ゴムマット敷込

流し台　吊戸棚　受付カウンター　黒板　戸棚

黒板

黒板

流し台　吊戸棚　

黒板　掲示板　食器戸棚　調理台　換気扇（2ｹ所）

トコ　押入　下駄箱

隔壁　ベニヤフラッシュVP

押入　トコ　下駄箱　埋込式鏡

流し台　吊戸棚　水切棚　換気扇

モルタル塗　サングレード吹付　ベニヤ板貼　ＶＰ（たんぽ仕上）

流し台　吊戸棚　換気扇　水切棚

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 16

仕上表（既設参考図） 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 17

既設図面（参考図） 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 18

既設図面（参考図） 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 19

既設図面（参考図） 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A 20

既設図面（参考図） 甲 奴 支 所 仮 庁 舎 改 修 工 事 　 設 計 図



・　ＲＣ　　・　ＳＲＣ　　・　Ｓ　・　木

地下　　階／地上　　階／塔屋　　階／　延面積　565.45　㎡

消防法、建築基準法及び、その他関係法令・規則・条例に基づき、完全に施工

するものとする。

施工にあたり、疑義が生じた場合は、係員と協議すること。

本工事に必要な官公庁への手続きは、請負業者にて代行し、これに要する費用

は、請負業者の負担とする。

施工者は、係員の承認なく、施工方法、使用材料及び使用機器を変更してはな

らない。　変更を行う場合は、速やかに変更図面を提出し、係員の承認を得た

後に施工すること。

下記の　・　印の書類を係員に提出すること。

　工事書類　　・　工程表　　・　メーカリスト　　・　承認図　　・　施工図

　完成書類　　・　官公庁等への諸手続きの写し　　・　検査試験成績表

　　　　　　　・　取扱説明書　　・　工事記録写真　　・　竣工図

工事完成後、三次市、その他官公庁の各種検査に合格すると共に、監督員の

（　・　樹脂　・　新金属　・　ステンレス　・　　　　　　）

検査に合格すること。

６）配線器具プレート

１）工事項目は、番号の入っている設備項目を適用する。

２）仕様、工事内容及び工事区分は、・　印を付したものを適用する。

３）機器の取付高さは、特に指示のない場合、標準取付高さによること。

本工事は設計図・特記仕様書によると共に、電気設備の技術基準、内線規程、

引込設備 電圧種別 ・　高圧

・　低圧

・　低圧

引込方式 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

受変電設備 形　　式

施設場所

・　キュービクル式（ ・PF-S　・CB  ） ・その他

・　屋内（　　　階　　　　　　　　　）

・　屋外（　・　地上　　・　屋上　　）

発電機設備 用　　途

・　パッケージ型　・　据置型　・　屋内型　・　屋外型

蓄電池設備 用　　途 ・　非常用　　・　一　般　　・　兼　用

収容形式 ・　閉鎖型　　・　開放架台

・　常用　　・　非常用　　・　兼用　　・　コージェネ

監視盤設備 形　　式 ・　自立型　　・　デスク型

監視対象 ・　受変電　　・　衛生動力　　・　空調動力

・　温湿度　　・　発電機　　　・ 

計装配線 ・　含　む　　・　含まず

幹線設備 施工範囲 低圧配電盤二次側端子接続より分電盤・制御盤等の一次側接続

まで。　　盤類（　・　含む　　・　含まず　）

電　　圧

配線種別 一般電灯動力（　・　電線管　・　ケーブル　・　バスダクト）

非常電灯動力（　・　耐熱電線　・　耐火ケーブル　　　　　）

直　流　　　（　・　耐熱電線　・　耐火ケーブル　　　　　）

動力設備 施工範囲

各動力負荷一次側接続まで。

インターロック配線

自動制御配線

（　・　含む　　・　含まず）

（　・　含む　　・　含まず）

警　報　盤 （　・　含む　　・　含まず）

警　報　配　線 （　・　含む　　・　含まず）

電灯コンセント設備 施工範囲 分電盤を（　・　含み　　・　含まず）二次側端子接続より、

配線器具等の取付まで。

配線器具 ・　図示

照明器具設備 施工範囲 照明器具の供給取付工事

器具仕様

電話配管設備 引込方法 ・　架空　　・　地中　　・　構内地中

建物内配管 ・　配管　　・　ケーブルラック　　・　フロアダクト

構内配線 ・　含む　　・　含まず

電話設備 交　換　機 ・　含む　　・　含まず

構内配線 ・　含む　　・　含まず

放送設備 用　　途 ・　非常用　　・　一般用　　・　兼　用

増幅器設置場所

テレビ共聴設備 アンテナ ・　有　　　・　無

・　ＶＨＦ　・　ＵＨＦ　・　ＢＳ　・　ＣＳ　・　ＡＭ

インターホン設備 用　　途 ・　ドアホン　　・　所内連絡　　・　呼び出し

ナースコール設備 通話方式 ・　交互通話　　・　自動交互通話　　・　同時通話

夜間切り変え ・　有　　　・　無

　　　　　設備

　　　　　設備

自動火災報知設備 受　信　機 ・　単独　　・　複合　（　・　自立型　　・　壁掛型　）

受信機設置場所

　　　型　　級（自火報　　　回線／防排煙　　　回線）

防排煙制御設備 制　御　盤

制御対象

・　単独（　　　回線　）　　・　火災報知受信機組込

・　防火戸　・　ダンパー　・　防煙垂壁　・　排煙口　

・　排煙口　・　シャッタ

避雷設備 方　　　式 ・　突　針　　・　棟上導体　　・ 

項　　　　　　　目 電気 建築 機械 別途 　備　　　考

建築主負担

　　〃

電力会社・ＮＴＴに納入する負担金

テレビ受信のビル影障害調査及び補償費

受電後、引渡し迄の電気基本料金及び使用料金

コンクリート基礎（　・キュービクル　・発電機　

　　・変圧器　・盤類　・外灯　・　その他　）

シンダーコンクリート打設工事

ピット工事（縁金物、蓋共）

天井に取付ける機器の穴明けと補強工事及び取付枠

電気配線用点検口の設置工事

電話器とその取付工事及び入線工事

空調機・ボイラ等の制御機器及び自動制御配線

空調機の室内機・室外機間の亘り配線

ファンコイル操作スイッチの供給取り付け工事

ファンコイル操作スイッチ～本体間の配管配線工事

換気扇の供給取付工事

電極棒及び保持器

電線ケーブル

バスダクト
ＪＩＳ規格品

電線管付属品

鋼製電線管

合成樹脂電線管

摂陽・東芝・日本パイプ・松下・ 

摂陽・外山・東芝・日亜・松下・ 

古河・積水・東拓・松下・ミライ・ 

配線器具

照明器具

キュービクル

高低圧配電盤

制御盤監視盤

分電盤端子盤

神保・東芝・松下・明工社・ 

高圧機器

変　圧　器

進　相　器

日立・東芝・松下・三菱・ 

中電工・内外・日東・ 

ダイヘン・中機・東芝・日立・松下・三菱・ 

東芝・ニコチン・日立・松下・三菱・ 

ｴﾅｼﾞ-ｻﾎﾟｰﾄ・戸上・東芝・日立・三菱・ 

発　電　機

エンジン

直流電源装置 日本電池・古河・松下・湯浅・ 

いすず・川崎・三菱・ヤンマー・ 

東芝・日立・松下・三菱・ 

電話交換機

放送機器

テレビ共聴

電気時計

インターホン

ナースコール

自火報防排煙

避　雷　針

セイコー・ＴＩＣ・松下・ 

アイホン・ケアコム・東芝・松下・ 

アイホン・ケアコム・東芝・松下・ 

ＤＸ・マスプロ・八木・ 

ＮＥＣ・日立・富士通・松下・ 

ニッタン・ノーミ・ホーチキ・松下・ 

大阪・日本・ 

トーア・東芝・ビクター・松下・ 

記　号 適　　　　　用名　　称 標準取付高さ

　　コード吊　　　壁付　　　非常照明

　　　　壁付　　　　　　非常照明組込

誘　導　灯 　　通路誘導灯は矢印を記入

屋　外　灯

コンセント 壁付（２Ｐ１５Ａ×２）他は口数傍記 ＦＬ　　３００

傍記Ｔは引掛型、Ｅは接地端子付、ＷＰは 和室　　２００

＋

＋

防滴型、Ｈは医用接地型を示す。

　　床付２Ｐ１５Ａ×２

ＥＣ 医用接地 接地センター　　　　接地端子

スイッチ 　　片切　　両切　　３路　　４路２ ３ ４ ＦＬ　１３００＋

和室　１２００＋パイロットスイッチ

Ｒ リモコンスイッチ 回路数は傍記による

リモコンセレクタスイッチ確認ランプ付、窓数傍記

調　光　器 容量傍記、ＦＬは蛍光灯用

Ａ 自動点滅器 特記なきは３Ａとする。

制御用スイッチ ＬＦフロートレススイッチ（極数は傍記）

Ｆ フロートスイッチ Ｐ 圧力スイッチ

換　気　扇 大きさ傍記、　　天井扇

Ｓ 開　閉　器 容量は傍記 ＋ＦＬ　１５００

電灯分電盤

動力制御盤

灯動共用盤

警　報　盤

保安器盤

端　子　盤

電話アウトレット

電話交換機

電　話　機Ｔ

ＡＭＰ 増　幅　器

遠隔操作器

スピーカ 天井埋込型　、壁掛型　、ホーン型

ジャック Ｍ：マイクジャック　　、　Ｓ：スピーカジャックＪ

アッテネータ

壁付　、床付（ローテンションスタンド共）

アンテナ 種類、素子数傍記

ＢＳアンテナ 大きさ傍記

ＴＶ機器収納凾

直列ユニット ７５Ω（　　端子型）

インターホン

ＮＣ ナースコール親機

スピーカ子機 天井埋込型　　　マイク子機

呼び出し釦

廊　下　灯 　　確認ボタン

ｔ ｔ 親器　、子器

Ｎ Ｎ 病室用　、トイレ・浴室用

時　　　計 親時計　、子時計

避雷突針

ハンドホール 　　マンホール（蓋荷重傍記）

接　地　極 種別傍記

配管・配線 立上り、素通し、引下げ

天井

床

露出

地中 （　和室は畳天）
注

ボックス ジョイントボックス　、プルボックス

　　３φ　３Ｗ　　　　６，０００Ｖ（・５０・６０）Ｈｚ

　　３φ　３Ｗ　　　　　　２００Ｖ（・５０・６０）Ｈｚ

　　１φ　３Ｗ　　２００／１００Ｖ（・５０・６０）Ｈｚ

電灯　・　１φ３Ｗ　　　　　Ｖ（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

２．工事場所

１．工事名称

３．建物概要

４．主な用途

　１）

５．一般事項

適用基準等

　３）

　２）疑　　義

官公庁その他の手続

　４）工法の決定

　５）提出書類

　６）検　　　査

　７）特記事項

６．工事項目 　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分 ６．工事項目 　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

６．工事項目 　仕　様、　工　事　内　容　及　び　工　事　区　分

７．工事区分 （該当欄に　　印で記します。）

８．メ－カリスト （その他下記以外で、係員が同等品以上と認めたもの） Ｓ Ｍ

ＲＭ

Ｍ

動力　・　３φ３Ｗ２００Ｖ　　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

電灯　・　１φ２Ｗ　　　Ｖ　　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

２００／１００

直流　・　２Ｗ　　　Ｖ　　・ 

接地用端子箱

避雷接地用端子箱

４）（室名）で表示した部屋はスラブ天井を示し、その他は２重天井を示す。

５）特記なき配管種別はＰＦ管とする。

施設場所 ・　屋内（　　　階　　　　　　　　　）

・　屋外（　・　地上　　・　屋上　　）

仕様詳細 ・　別図仕様書に依る

仕様詳細 ・　別図仕様書に依る

（情報配管含）

仕様詳細 ・　別図仕様書に依る

仕様詳細 ・　別図姿図に依る

仕様詳細 ・　図示

仕様詳細 ・　別図姿図に依る

仕様詳細 ・　別図仕様書に依る

照明器具

照明器具

Ｌ

ＰＢＸ

７）屋外防水プルボックスは（　・　ステンレス　・　亜鉛メッキ　）製とする。 ・　別図姿図に依る

フェンス設置工事

９．凡　例

ＷＰは防水型

配管・配線

配管・配線

配管・配線

配管・配線

中電工・内外・日東・ 

中電工・内外・日東・ 

中電工・内外・日東・ 

甲奴支所仮庁舎改修工事

三次市甲奴町西野74番地　甲奴コミュニティセンター

2

事務所（庁舎）

P 2 5

動力　・　３φ３Ｗ２００Ｖ　　（　・　ＡＣ　・　ＧＡＣ　）

8）国土交通省大臣官房営繕部監修電気設備共通仕様書（最新版）

・　別図仕様書に依る

・　空調機器取付に支障となる場合は、一時取り外し

再取付とする 基礎が必要な場合

空調機器入替に伴う電源線の撤去・再接続対応とする。

・

（　・　含み　　・　含まず）二次側端子接続より、制御盤を

・　図示

必要な場合

空 調 設 備 ・　図示機器仕様

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
E １

(縮小率 ： A2=100%,A3=70%）

甲奴支所仮庁舎改修工事　設 計 図電気設備特記仕様書
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屋外階段
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会議室

(申告・期日前投票)

職 基市道 職 中山職 基市道 職 中山

職職
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屋外階段

瞬間湯沸器
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2階平面図　Ｓ=1/100

床間

4200

Ｌ－１

R

R

R

1

2

3

4

5

6

78

9

10
B

A

床貫通φ50＋防火区画処理

注記　１．立下げの露出部分は、ﾒﾀﾙﾓｰﾙにて保護すること。

　　　

　　　２．特記なき場合は下記による。

EM-EEF1.6-3C

EM-EEF2.0-3C

MKﾀﾞｸﾄ　5号

空調用冷媒管＋ｽﾘﾑﾀﾞｸﾄ

MKﾀﾞｸﾄ　3号

A

B

R

分電盤　MAG36102　テンパール

ﾙｰﾑｴｱｺﾝ　MSZ-GV3622　三菱　冷3.6kw 暖4.2kw

AC

AC

AC

AC

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15AEX2 新金ﾌﾟﾚｰﾄ

埋込ｺﾝｾﾝﾄ　2P15AEX1+ET 新金ﾌﾟﾚｰﾄ

EM-CET14 E5.5

照明器具　XLX450AENP(5200lm）　パナソニック

Ｄ

Ｄ ﾜｲﾔﾚｽﾃﾚﾋﾞﾄﾞｱﾎﾝ　VL-SGZ30　パナソニック

（特記事項）

　1. コンセント及び照明器具等の取付位置は関係者協議の上

　　 決定するものとする。

　2. 間仕切壁撤去に伴いスイッチコンセント類の移動は本工事

　 　において行う。

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
E ２

(縮小率 ： A2=100%,A3=70%）

甲奴支所仮庁舎改修工事　設 計 図電 気 設備図

S＝1/100



UP

UP

UP

DNﾎｰﾙ

玄関

ﾎﾟｰﾁ

足洗

ﾋﾟｯﾄ

床の間

倉庫

階段

押入

踏込

相談室

倉庫

廊下

LPG

女子便所

男子便所

ｽﾛｰﾌﾟ

PS

多目的便所

12000

4200 7800

1800 6000

4200 3600 4200

12000

72
0
0

7
20
0

2
16
00

7
20
0

3
60
0

7
2
00

72
0
0

2
16
00

20
0

18
0
0

1
80
0

20
0

3
60
0

36
00

36
00

1階平面図　Ｓ=1/100

1 2 3

1 2 3

A

D

B

C

7
2
00

A

D

B

C

屋外階段

20Ф

会議室

(申告・期日前投票)

職 基市道 職 中山職 基市道 職 中山

職職

職職

ﾚｼﾞ

職 後 戸 基

ﾚｼﾞ

職 後 戸 基

職 基 マ マ職 基 マ

印刷機
住民票
各種証明書

マ
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基

印刷機職 水
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印刷機

職 水職 水

職職職職 職職

事務室・1
事務室・2

守衛室

ﾀﾀﾐ

旧機械室

M-23Φ3W200V

防災盤
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床貫通φ50＋防火区画処理

AC

AC

ACEM-CET14 E5.5

特記事項

1・ｺﾝｾﾝﾄ及び照明器具等の取付位置は関係者

協議の上決定するものとする

3600

3
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工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
E ３

(縮小率 ： A2=100%,A3=70%）

甲奴支所仮庁舎改修工事　設 計 図電気設備図(既設+増設）参考図

S＝1/100
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屋外階段

瞬間湯沸器

広域商工会

1 2 3

事務室

ｴｱｺﾝ新設

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ取付

ｼﾙｷｰ25幅

窓寸法
2
0
50

9
00

1600 770

70

床・既設ﾀﾀﾐ及び板ﾀﾀﾐの上にｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

ｺﾝｾﾝﾄ増設

壁掛けAC・既設のまま

その他電気設備は別図参照

大会議室

ﾊﾟﾈﾙ取付

床・既設ﾀﾀﾐ及び板ﾀﾀﾐの上にｶｰﾍﾟｯﾄ敷き

室名札新設
平付2　突出2

室名札新設
平付2　突出2

凡例

工事名

No. -

図面名

縮尺 製作日
１級建築士

第111572号
永 井 秀 昭

有限会社 永井一級建築士事務所
広島県三次市甲奴町本郷650-8

広島県知事登録（　　　　　　）

ＴＥＬ0847-67-2472

ＦＡＸ0847-67-3808

ＭＥＭＯ

19(1)第3940号
A ＊

(縮小率 ： A2=100%,A3=70%）

甲奴支所仮庁舎改修工事　設 計 図2階平面図

S＝1/100


